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シ
タ
ル
場
合
二
本

人
ハ
後
日
其
ノ
庭
分
ヲ
追
認
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
む
ノ
底
分
ハ
本
人
ノ
為
メ
ニ
効
力
ヲ
ヰ
ス
ル
コ
ト
夫
ノ
拡
権
代
理
ノ
追
認
ト
揮
ブ
}
コ
口
相
、
ン

蓋
ン
追
認
ハ
代
則
行
為
ノ
場
合
一
一
ノ
ミ
限
局
セ
サ
ル
叶
カ
ラ
ス
ト
玄
ブ
カ
如
キ
ハ
半
口
狭
一
一
失
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
何
等
取
引
ノ
阿
泊
二
資
ス

シ
メ
ル
ニ
白
ナ
キ
己
円
ヲ
判
示
ン
Y
1
、

ル
ト
コ
口
組
ケ
レ
ハ
ナ
リ
而
シ
テ
此
理
ハ
他
人
ノ
権
利
ノ
白
己
ニ
胤
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
取
引
ノ
重
要
ナ
ル
前
提
ト
成
セ
ル
場
合
ニ
マ
テ
横
様

ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
唯
蛍
該
梓
利
ヲ
底
分
者
本
人
ノ
人
ニ
属
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
取
引
ノ
重
要
ナ
前
提
ト
成
セ
ル
場
台
若
ン
ク
ハ
詐
欺
カ
問
題
ト
ナ

ル
場
合
ハ
此
ノ
方
面
ヨ
リ
取
引
カ
効
力
ヲ
牛
セ
サ
ル
ニ
歪
ル
ハ
多
一
戸
ヲ
竣
タ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
然
ラ
ハ
則
チ
木
刊
ノ
場
合
ニ
於
テ
モ

X
ノす門山

jt法ri9(:J・4)2312



思
ニ
シ
テ
右

B
ノ
為
、
ン
タ
ル
窓
思
表
小
ノ
効
力
ヲ
其
ノ
常
時
二
週
リ
テ
相
千
方
ト
ノ
問
ニ
直
按
駐
民
生
七
、
ン
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ

亦
其
ノ
効
力
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
表
蛍
者
カ
一
附
謂
本
人
ノ
為
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
一
不
ン
テ
志
思
表
出
ヲ
為
、
ン
タ
ル
場
合
ト
何
等
貝
ナ
ル
所
ナ
キ
ヲ
以
テ

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

原
判
円
ポ
ノ
如
キ
市
町
ヲ
以
テ
ハ

y
l、
Y

2
ノ
抗
続
ハ
之
ヲ
排
斥
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
一
フ
ス
原
判
決
ハ
此
ノ
黙
ニ
於
テ
審
理
不
孟
ノ
印
刷
抗
ア

ル
カ
如
、
ン
」
と
判
示
し
て
、
破
棄
差
戻
し
て
い
る
じ

つ
ま
り
、
大
審
院
は
、
軒
権
代
用
の
迫
訟
と
他
人
の
物
の
処
分
の
追
認
の
利
益
状
川
に
変
わ
り
は
な
い
っ
し
た
が
っ
て
、
権
利
苫
の
追
認

に
よ
り
、
拡
権
限
処
分
は
処
分
時
に
遡
っ
て
有
効
と
な
る
と
判
今
小
し
て
い
る
υ

さ
ら
に
、
以
卜
の
先
例
を
最
高
殺
が
確
認
し
た
の
が
、
品
、
最
判
昭
和
一
一
七
年
八
月
一

O
円

民
集
一
T

ハ
巻
?
八
号
一
七

0
0頁
)

で
あ
る
「

A
が
A
の
父
親
X
の
所
有
す
る
不
助
産
に
、

X
に
証
断
で

X
か
ら

A
へ
の
贈
与
を
原
同
と
す
る
移
転
盆
記
を
行
っ
た
卜
で
、

事
案
は
、

B 
の

Y
に
対
す
る
債
務
の
担
保
の
た
め
に
れ
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
そ
こ
で
、

X
が

Y
に
対
し
て
恨
抵
当
権
の
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
っ
た
だ

し、

X
は
Y
か
ら
新
た
に
令
銭
を
借
り
入
れ
て
二
番
祇
斗
権
を
設
定
し
て
い
た
。
第
一
審
は
、
こ
れ
に
よ
り

X
は
一
帯
抵
山
の
み
な
ら
ず
二

忍宵抵山町
l
権
の
抹
消
を
請
求
す
る
意
思
だ
っ
た
と
し
た
c

他
方
で
、
原
審
は
、
以
上
の

X
に
よ
る
抵
当
権
の
設
ど
は
、

A
の
処
分
(
抵
当
権
設

一
疋
)

の
迫
訟
だ
と
認
定
し
た
じ

X
の
卜
告
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
「
成
る
物
件
に
つ
き
、
な
ん
ら
権
利
を
有
し
な
い
者
が
、
こ
れ
を
日
己
の

権
利
に
属
す
る
も
の
と
し
て
処
分
し
た
場
台
に
お
い
て
真
実
の
梓
利
者
が
後
日
こ
れ
を
追
認
し
た
と
き
は
、
位
権
代
理
行
為
の
追
認
に
関
す

一
六
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
処
分
の
時
に
遡
っ
て
効
力
を
止
ず
る
も
の
と
す
る
の
を
相
斗
と
す
る

前
記
治
一
附
和
一
心
年
大
審

る
民
法

院
判
決
)
。
本
件
に
お
い
て
原
者
が
、

V

苧
ボ
の
証
拠
を
総
合
し
て
上
背
人

(X)

そ
の
長
男

A
が
X
所

は
、
町
和
一
今

O
年
六
月
頃
に
ム
ヱ
り
、

北法5D(5-5)2313

有
の
木
刊
不
動
産
に
つ
き
、
証
断
で
所
有
権
移
転
の
千
続
お
よ
び
本
件
抵
当
権
設
定
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
遅

く
と
も
同
年
二
一
月
巾
、
被
卜
先
人

(Y) 
に
対
し
、
右
抵
当
梓
は
当
初
か
ら
有
効
に
存
す
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
示
認
し
、
前
記

A
の

な
し
た
本
件
抵
当
権
の
設
定
を
追
認
し
た
こ
と
を
認
め
た
上
、
リ
川
記
判
一
不
と
同
趣
骨
の
見
解
の
も
と
に
、
右
不
動
産
の
所
有
者
で
あ
る

X
が



"見

こ
れ
を
追
訟
し
た
以
上
、
こ
れ
に
よ
り
、
右
抵
当
権
の
設
ど
は

X
の
た
め
に
効
力
を
生
じ
た
も
の
と
判
断
し
た
の
は

H
当
で
あ
る
」
と
し
た
υ

そ
の
他
の
裁
判
例
は
、
無
権
限
処
分
者
は
同
時
に
権
利
者
の
財
産
に
対

た
だ
し
、
住
利
者
の
追
認
を
認
め
た
以
上
の
判
例
、

お
よ
び
、

ーふ
i師

す
る
直
接
の
侵
究
者
で
あ
る
が
、
処
分
苫
に
刻
す
る
権
利
者
の
不
法
行
為
、
又
は
、
不
当
利
得
の
返
還
請
求
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
、
本
来
は
証
権
利
者
の
処
分
に
よ
り
権
利
取
得
し
な
か
ワ
た
第
三
者
に
対
す
る
権
利
者
の
請
求
を
退
け
た
も
の
で
あ
る
ι

か
っ
、

そ
の
限
り
で
は
、
判
決
も
い
う
よ
う
に
、
魁
権
代
理
の
追
認
も
無
権
限
処
分
の
追
認
で
も
、
利
害
状
況
に
全
く
交
わ
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
問
例
に
言
及
す
る
学
説
も
、
軒
権
代
科
の
追
認
と
無
権
利
者
の

拠
に
追
認
の
吋
能
性
を
肯
定
す
る
か
、

λ
は
、
(
白
分
の
名
前
で
行
為
し
て
他
人
効
を
発
牛
さ
せ
る
と
い
う
)
反
権
概
念
を
示
認
し
た
上
で
、

そ
の
迫
認
(
追
完
)
を
認
め
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
追
認
に
よ
る
無
権
利
苫
の
処
分
の
遡
及
的
な
有
効
を
説
く
だ
け
で
、
追
認
を

介
し
て
の
権
利
者
の
無
梓
利
者
へ
の
不
当
利
得
返
還
請
求
の
余
地
に
ま
で
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
っ

(
自
分
の
名
前
で
の
)
処
分
の
追
認
の
利
益
状
況
の
同
一
性
を
恨

(b)
不
法
行
為
を
松
拠
ー
と
す
る
判
例

ふ
)
大
判
明
治
川

(
川
録
一
『
ハ
輯

午
l

ハ
月
九
日

二
五
民
)

(
事
ー
へ
の
概
要
)

Y
3
は
共
謀
し
て
、

X
か
ら
土
地
を
日
取
し
、
同
土
地
を
A
、
B
に
転
完
し
て
登
記
も
移
転
し
た
υ

原

Y
I
、
Y
2
、

判
決
は
、

Y
1
等
に

X
に
対
す
る
不
法
行
為
に
よ
る

(
A
、
B
へ
の
完
買
代
余
一

4
0
0川
の
)
損
害
陪
悩
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

y
l等
が
、
第
三
者

A
、
日
が

E
Eの
場
合
は
、

ー
地
は
返
還
不
能
で
は
な
い
か
ら
、
以
上
を
認
定
せ
ず
煩
わ
且
円
陥
債
を
認
め
た
の
は
小
山
一
だ

と
卜
告
し
た
c

卜
止
門
棄
却
c

(
判
決
理
山
)
「
被
害
物
件
ノ
特
何
者
ニ
刻
、
ン
テ
其
物
件
ノ
返
還
ヲ
求
メ
ル
ト
由
チ
ニ
犯
罪
者
二
割
、
ン
指
一
音
鼎
償
ヲ
求
メ
ル
ト
ハ
被
害
者

ノ
選
揮
ニ
仔
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ン
テ
必
ス
シ
モ
特
得
者
ヨ
リ
被
常
物
刊
ノ
返
還
ヲ
ぶ
メ
ル
能
ワ
サ
ル
場
合
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
犯
罪
者
二
割
ン
相
究

jt法ri9(:J・6)2314



世山
尚
ヲ
ム
叩
ス
ル
判
決
一
一
ハ
樽
得
者
ノ
音
声
b

ナ
ル
ヤ
ヴ
ヲ
説
一
不
ス
ル
ノ
安
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
」

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

つ
ま
り
、
判
決
に
よ
れ
ば
、
被
常
者

(X)
に
は
現
ト
日
有
者

(
A
、

B
)
に
返
還
訂
求
す
る
か
、
侵
害
者

(
Y
1
等
)
に
対
し
て
伺
害
恥

償
請
求
す
る
か
の
送
択
権
が
あ
る
c

し
た
が
っ
て
、
所
有
権
を
失
っ
た
こ
と
が
損
害
発
生
の
前
提
で
あ
り
、
所
有
物
返
還
請
求
で
き
れ
ば
、

X
が
Y
I
Mす
か
ら
指
害
賠
償
を
受
け
れ
ば
、

不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
c

た
だ
し
、

A
こ
す
L
C

I
士

r

似
合
賠
償
請
求
で
き
な
い
の
は
ψ

然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
判
決
は
、

(
権
利
者
)

は
侵
弁
者
Y
I
芋
に
損
合
賠
償
を
請
求

X 

Y
1件
J

の
都
住
限
処
分
を
追
認
し
た
と
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、

X
の
追
認
は
直
按

す
る
こ
と
で
、

の
侵
害
青
に
刻
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ

y
法
で
の
追
認
と
は
異
な
り
、
中
間
占
有
者
の
処
分
の
追
認
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
w

つc

伸
夫
判
大
正
八
年
一
心
月
三
円

民
銀
一
五
輯
七
二
七
貝
)

A
は
白
一
木
を
伐
採
し
た
。
そ
こ
で
、

X
が
Y
に
対
し
て
似
市
計

(
ポ
支
の
概
要
)

Y
は
X
の
所
有
地
上
の

X
所
有
の
す
木
を

A
に
売
却
し
、

賠
償
を
請
求
し
た
じ
原
審
は
、

Y
の
不
法
行
為
を
肯
定
し
た
c

Y
が
卜
止
ー
し
た
が
、
上
告
棄
却
仁

(
判
決
理
州
)
大
審
院
も

A
は
所
ム
引
権
を
取
刊
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
υ

そ
の
上
で
、
「
然
レ
ト
モ
卜
告
人

(Y) 
カ
被
上
告

人

X 

ノ
所
有
二
属
ス
ル
立
木
ヲ
八
ニ
波
、
ン
タ
ル
ハ
他
人
ノ
所
有
物
ノ
賀
川
以
ニ
シ
テ

X
ニ
対
シ
所
ム
日
権
ヲ
喪
ワ
シ
ム
ル
ノ
効
果
ヲ
生
セ
サ

レ
パ

X
ノ
所
有
権
を
侵
害
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
詞
フ
司
カ
ラ
ス
随
テ

Y
ハ
買
賀
行
為
ニ
同
リ
直
チ
ニ
指
害
賠
償
ノ
責
メ
ニ
任
セ
サ
ル
ト
モ

A
カ
立

北法SDU"i.7J231S

木
ヲ
伐
採
、
ン
タ
ル
ハ

Y
カ
之
ヲ
頁
刻
、
ン
タ
ル
ニ
某
同
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
土
地
ノ
所
有
苫
カ
地
上
ノ
立
木
ヲ
白
己
ノ
所
有
ナ
リ
ト
シ
テ
買
却
シ

タ
ル
場
合
ニ
ハ
立
木
カ
買
主
に
属
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
買
↓
丁
ハ

H
W
H
-
一
丸
所
有
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
ト
伝
シ
伐
採
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
ハ

背
広
想
セ
サ
ル
叫
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
口
、
半
タ
ル

A
カ
本
件
立
木
ヲ
伐
採
ン
タ
ル
ハ
之
ヲ

Y
ノ
過
失
ニ
帰
セ
サ
ル
へ
可
ラ
ス
ヲ
以
テ

Y
ハ
K
伐
採
ニ



"見

因
ル
所
有
権
ノ
侵
害
一
一
付
キ
不
法
打
為
者
T

シ
テ
i

リ
本
ノ
所
右
者
タ
ル

X
二
割
、
ン
損
害
賠
償
ノ
責
ニ
粁
セ
サ
ル
則
カ
ラ
ス
」

本
判
決
は

Y
が

X
所
有
の
す
木
を

A
に
売
却
し
て
も
、

一
ん
で
、

A
は
所
有
権
を
取
符
し
な
い
か
ら
、
心
伏
、
に
は

Y
は

X
の
所
有
権
侵

ーふ
i師

ー
ロ
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
は
負
わ
な
い
ー
と
す
る
。
し
か
し
、
他
ー
々
で
、

A
が
所
有
権
を
取
得
す
る
と
伝
じ
て
?
リ
千
本
を
伐
保
し
た
の
は
、

Y
の
X
の
所
有
権
侵
害
の
不
法
行
為
が
成
i

げ
す
る
と
判
示
し
て
い
る
ι

し
た
が
っ
て
、

似
合
賠
償
課
の
選
択
権
を
所
右
者
に
認
め
な
か
っ
た
占
で
は
、
判
決
の
変
更
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
小
刀
で
、
侵
弁
者
に
過
失
が
有
れ
ば
、

過
失
に
よ
る
か
ら
、

方
で
、
所
有
物
返
還
請
求
と

所
有
者
が
所
有
砲
を
失
わ
ず
と
も
、
所
有
権
の
侵
半
口
に
よ
る
不
法
行
為
の
指
害
恥
償
訂
求
が
可
能
と
解
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
実
は
川
一
判
決

は
、
給
米
的
に
は
、
侵
害
者
の
過
失
を
前
提
ー
と
し
て
、
所
有
者
の
選
択
権
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
c

爪
平
八
判
大
正
一

4
作
4
月
二
八
日
(
民
集
4
巻

4
八
七
頁
)

(
ポ
突
の
概
要
)

Y
は
X
の
夫
だ
っ
た
が
、

X
所
有
の
十
地
の
盆
記
を

Y
名
義
に
改
め
、
第
二
者
A
に
売
却
し
て
登
記
も
移
転
し
た
υ

そ

こ
で
、

X
が

Y
に
刻
し
て
土
地
所
有
権
の
価
格
に
相
当
す
る
煩
害
賠
償
苅
求
を
求
め
、
原
者
は
認
科
し
た
。

Y
が
卜
土
日

L
、
破
棄
差
戻
。

(
判
決
理
山
)
「
登
記
セ
ラ
レ
タ
ル
十
地
所
有
権
一
一
付
キ
所
有
者
名
義
ノ
『
止
存
ヲ
偽
川
辺
、
ン
テ
白
己
ノ
所
有
名
義
一
一
移
時
立
記
手
続
ヲ
為
シ

更
ニ
之
ヲ
他
人
ニ
頁
買
シ
一
ア
其
ノ
登
記
ヲ
為
、
ン
タ
ル
者
ア
リ
ト
ス
ル
モ
土
地
所
有
者
ハ
之
カ
為
其
所
ム
引
権
ヲ
喪
失
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
シ
口

ラ
物
上
請
求
権
ヲ
行
使
、
ン
テ
其
ノ
盆
記
名
義
ヲ
ロ
己
ニ
同
復
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
右
違
法
行
為
者
二
割
シ
枝
記
名
草花
ノ
饗
動
ニ
図
リ
所
有

者
ニ
ヰ
ン
タ
ル
煩
害
ニ
付
テ
ハ
之
カ
賠
償
ヲ
請
求
、
ン
得
ル
モ
土
地
所
有
権
ヲ
喪
失
、
ン
タ
ル
ト
ン
テ
所
有
権
ノ
憤
格
ニ
相
常
ス
ル
損
害
ノ
賠
償

ヲ
請
求
、
ン
得
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
原
審
ハ
卜
告
人

(Y)
力
本
件
土
地
ノ
所
有
苫
タ
ル
被
上
件
人

(X)
名
義
ノ
文
中
ヲ
偽
法
、
ン
テ
本

件
土
地
ノ
所
有
名
義
ヲ
品
目
リ
記
簿
上
自
己
ニ
移
特
セ
シ
メ
更
ニ
訴
外
人

A 

ニ
之
ヲ
民
買
シ
テ
其
j
u
q
記
千
積
ヲ
為
、
ン
タ
ル
事
官
ヲ
認
定
、
ン

Y
ハ
長
円i
X
ヲ
ン
テ
堂
記
簿
卜
ノ
所
有
名
義
ヲ
同
復
セ
シ
メ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
理
由
ニ
依
リ
直
ニ

l
地
所
有
権
ヲ
喪
失
セ
シ
メ
タ
ル
場

Y 
の

jt法ri9(:J・8)23Hi 



ム
門
ト
川
様
ニ

X
ハ
小
平
刊
l
地
ノ
全
債
格
ニ
相
官
ス
ル
損
害
ヲ
家
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
判
定
、
ン

X
ノ
本
訴
前
求
ヲ
司
容
、
ン
タ
ル
ハ
不
法
ニ
シ
テ
原
判

決
中
此
ノ
姑
ニ
関
ス
ル
部
分
ハ
伎
布
市
ヲ
免
レ
ス
」

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

本
判
決
は
、
明
ら
か
に
も
ψ

判
決
の
変
更
で
あ
ろ
う
c
Y
は
X
の
土
地
を
白
己
名
義
に
改
め
て
第
一
者
A
に
処
分
し
て
い
る
が
、
所
有
者
X

は
A
に
対
し
て
所
有
物
返
還
請
求
が
可
能
だ
か
ら
、

Y
に
対
し
て
は
指
害
賠
償
請
求
で
き
な
い
と
判
ぶ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
c

確
か
に
、

不
動
産
は
動
産
と
は
川
凡
な
り
、
そ
の
所
在
が
不
明
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
通
市
は
一
謙
一
伐
の
過
程
で
の
劣
化
も
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、

現
山
有
者
に
対
し
て
所
有
物
返
還
請
求
す
れ
ば
足
る
と
考
え
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
で
あ
ろ
う
υ

⑤
大
判
附
和
二
作
ヒ
月

日
(
人
審
院
判
決
金
集
第
有
料
一
九
円
寸
六
百
九
)

X
は
A
に
発
動
機
附
帆
船
を
賃
貸
し
て
い
た
が
、

(
事
ー
へ
の
概
要
)

Y
は
X
、
A
に
魁
附
で
窃
取
し
、
発
動
機
は
董
円
六
回
蛙
過
失
の

E
に

売
却
し
、
船
舶
は
沈
没
さ
せ
た
っ
そ
こ
で
、

X
が
Y
に
対
し
て
不
法
行
為
に
基
づ
く
伺
Z

円
恥
償
を
請
求
し
、
原
審
は

X
の
請
求
を
日
略
行
し
た
。

Y
が
上
告
し
、
破
棄
差
一
民
。

(
判
決
理
山
)
「
然
レ
ト
モ
右
認
定
ポ
実
一
一
依
レ
ハ
本
件
殺
到
機
ハ
船
鰐
ト
共
ニ
上
止
門
人

Y 

カ
紋
上
古
人

(
X
)
及
A
ニ
無
断
ニ
テ

奪
取
シ
抑
制
ノ
卜
処
分
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
民
法
第
九
二
伐
ノ
盗
品
ニ
該
首
ン
仮
令
R
カ
Y
ヨ
リ
買
司
会
又
ケ
平
穏
公
然
善
意
軒
過
失
ニ

之
カ
占
有
ヲ
始
メ
タ
ル
場
合
ト
蹄
モ

X
ハ
ト
日
有
ヲ
奪
ハ
レ
タ
ル
ト
キ
ヨ
リ
二
年
内
ハ
且
ノ
凶
徒
ノ
訂
求
ヲ
為
、
ン
得
ヘ
ク

B
ハ
同
チ
ニ
溌
助
機

ノ
所
有
権
ヲ
取
得
セ
ス

X
ハ
其
ノ
所
有
権
ヲ
喪
失
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
然
ラ
ハ
原
判
決
ハ
右
認
定
ポ
実
ノ
ミ
二
基
キ

B
ニ
於
テ
殻
動
機
ヲ
日
得

北法5D(5-9)2317

シ
タ
ル
コ
ト
ニ
肉
リ
ム
同
ニ

X
カ
只
ノ
所
有
権
ヲ
喪
失
シ

Y
ニ
対
、
ン
其
債
額
ニ
判
前
ス
ル
損
害
賠
償
前
求
権
ヲ
取
得
、
ン
タ
モ
ノ
ト
シ
此
前
提
ノ

下
二
十
円
ノ
損
害
企
及
之
一
一
割
ス
ル
右
一
一
年
ノ
経
過
υ

川
二
属
ス
ル
附
和
九
年
一

一
月
一
一

H
以
降
ノ
遅
延
似
合
金
ノ
l
A
梯
ヲ
命
、
ン
タ
ル
ハ
理
山

不
備
ノ
進
法
ア
ル
ヲ
免
レ
ス
」



"見

本
判
決
は
、

卜
記
否
判
決
と
同
様
の
理
を
肋
圧
に
関
し
て
も
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
つ

つ
ま
り
、
権
利
者
が
所
ム
引
権
を
失
う
こ
と
の
な
い

場
合
は
、
故

E
の
侵
常
者
に
対
し
て
も
不
法
行
為
に
よ
る
損
合
賠
償
請
求
は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
大
審

ーふ
i師

院
の
判
例
は
、
権
利
高
が
所
有
物
の
回
復
が
可
能
な
場
合
は
、
故

E
・
過
失
の
あ
る
侵
害
者
に
対
し
て
も
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

は
で
き
な
い
と
解
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
c

(
C
)

不
当
利
付
・
ポ
務
管
理
を
桜
拠
と
す
る
判
例

以
上
で
糾
介
し
た
小
法
行
為
の
成
否
を
問
題
に
す
る
刈
例
ー
と
は
川
れ
な
り
、
不
当
利
刊
に
関
す
る
判
例
は
、
原
所
有
者
の
所
有
権
の
有
無
で

必
ず
し
も
問
題
を
区
別
し
て
い
な
い
仁
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
第
二
苫
が
所
有
権
を
取
符
す
る
叫
能
性
が
あ
っ
て
も
、
処
分
の
有
効
・
証

効
に
「
一
円
及
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
判
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

お
夫
判
明
治
三
八
年

(
氏
録

輯
一
七
三

O
頁
)

一月一

G
H

(
ポ
突
の
概
要
)

X
が
A
か
ら
担
保
と
し
て
取
り
上
げ
、

Y
に
寄
託
し
て
い
た
も
の
を
、

Y
の
破
産
省
財
人
R
が
売
却
し
て
破
産
財
川
に

組
み
入
れ
た
。
そ
こ
で
、

X
が
売
却
代
金
を
請
求
し
た
っ
と
こ
ろ
が
、
原
審
は
、

Y
が
完
却
代
金
を
返
還
し
な
い
の
は
債
務
不
凶
行
で
不
当

利
得
で
は
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
コ
そ
こ
で
、

X
が
卜
牛
口
し
、
破
烹
差
戻
-

(
判
決
理
山
)
「
原
判
決
ニ
引
川
ア
ル
第
一
審
判
決
ノ
ポ
賓
ノ
摘
示
詑
ニ
原
半
世
ノ
口
頭
対
論
書
中
ノ

事
責
悶
係
ニ
付
原
判
決
世
田
ノ
事
責
拍
ー
小
通
リ
演
述
、
ン
本
件
ノ
物
件
ハ
控
訴
人

(
X
)

寸
持
訴
代
理
人
(
上
古
代
理
人
)

『
ハ
ン
フ
ル
グ
』

ニ
於
ケ
ル

J

ホ
I
エ
ン
ド
ラ
ブ
ス

カ

ケ

ヨ
リ
抵
mH-
一
取
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
被
控
訴
人

二
単
純
ノ
寄
託
ヲ
為
シ
タ
リ
然
ル
ニ

Y
ノ
破
圧
管
財
人
ニ
之

Z
R

(
破
産
者
Y
)

却
ン
テ
破
産
財
同
二
組
入
レ
テ

X
ニ
返
還
セ
ス
即
チ
小
常
ニ
利
得
ン
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
図
テ
本
訴
ニ
及
7
干
形
ト
ハ
宅
モ
関
係
ナ
シ
ト
述
ヘ
タ

北法;)9(5・lO)2318 

ノ、



リ
h

ト
ノ
記
載
ニ
徴
ス
レ
ハ
卜
先
人

(X) 
カ
原
者
一
一
於
一
ア
請
求
ノ
原
因
ト
シ
テ
供
述
セ
シ
法
律
附
係
存
在
七
、
ン
ト
ム

7
外
一
一
山
川
サ
ル
カ
如

、
ン
日
品
、
ン
上
告
人
ニ
於
テ
第
一
ノ
法
律
関
係
ヲ
王
張
、
ン
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
日
比
来
委
任
法
律
関
係
ハ
受
伴
者
カ
仮
摩
ノ

'lEヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

ノ
破
産
管
財
人
ハ
係
手
物
件
ヲ
保
管
、
ン
且
ツ
責
却
ス
ル
ニ
付
キ
法
律

上
何
等
ノ
原
因
ヲ
有
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
共
寅
却
一
一
閃
リ
破
産
財
阿
カ
得
タ
ル
利
益
ハ
之
ヲ
不
吉
利
得
ト
云
ワ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
君
、
ン
止
第
二
ノ
法

ハ
終
了
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
彼
岸
者
Y

(『
フ
ラ
ン
ツ
、

ヘ
ル
プ
ヒ

律
関
係
ヲ
主
張
ン
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
此
場
合
ニ
於
テ
モ
亦
破
産
者
カ
上
白
人
ノ
為
メ
ニ
係
争
物
件
ヲ
保
管
ス
ル
権
利
ハ
彼
岸
宣
存
ノ
粕
県

ト
シ
テ
出
然
破
産
公
財
人
ニ
移
特
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
破
産
者
ハ
破
産
立
告
一
一
囚
リ
自
己
ノ
財
産
ヲ
ト
日
有
シ
管
即
シ
及
ヒ
底
分

ス
ル
ノ
権
利
ハ
之
ヲ
喪
失
ス
ル
モ
前
額
権
利
ノ
如
キ
ハ
常
然
之
ヲ
喪
失
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
一
フ
ザ
レ
ハ
ナ
リ
従
テ

Y
ノ
破
産
管
財
人
カ
本
件
係
予

物
件
ヲ
安
却
、
ン
タ
ル
行
為
ハ
法
律
上
/
原
同
ナ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
安
却
ニ
肉
リ
破
屋
財
問
カ
得
タ
ル
利
益
ハ
何
札
方
法
律
卜
/
原
同
ヲ
ム
廿
セ
サ

ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」

本
判
決
は
、
第
一
者
の
権
利
取
得
の
有
拡
を
問
題
と
せ
ず
、

Y
に
処
分
権
が
な
い
か
ら
、
売
却
代
金
は
小
中
利
得
と
な
る
と
判
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
不
法
行
為
に
闘
す
る
判
例
が
鉛
市
辛
口
の
有
虹
に
注

H
し
た
の
と
は
川
氏
な
り
、
不
当
利
刊
で
は
、
絹
失
の
要
件
よ
り
も
、
処
分
者

の
利
得
の
不
当
牲
に
注
回
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
c

品
川
夫
判
大
正
川
年
一
月
一
一
一
一
円

民
銀
一
輯
二
七
一
頁
)

(
ポ
天
の
概
要
)

X
は
そ
の
所
有
す
る
土
地
を

A
に
預
け
、
弘
υ
記
名
義
も

A
に
変
更
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

A
が
死
亡
し
て

Y
が
相
続

し、

Y
の
親
権
者

B
が
l
地
を
売
却
し
て
、
売
却
代
金
を

Y
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
た
c

そ
こ
で
、

X
が
売
却
代
金
を
ボ
吋
利
得
返
還
請
求

北法5D(5-11)2319

し
、
原
審
は
前
川
本
を
認
容
し
た

υ
Y
が
上
告
し
た
が
、

卜
主
円
棄
却
さ
れ
た
。

(
判
決
理
問
)
判
決
は
、
親
権
者

B
が
親
権
に
服
す
る
未
成
年
者

Y
で
は
な
く
、
他
人

X
の
財
産
を
他
人
の
財
産
と
知
っ
て
処
分
し
、

ぷ三、



"見

の
代
金
で

Y
の
債
務
を
弁
済
し
た
と
き
も
、
そ
の
処
分
は

Y
に
効
果
帰
属
す
る
。
ゆ
え
に
、
「
親
権
者
タ
ル
母
カ
子
ノ
為
ニ
其
針
何
ヲ
受
領

、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
其
収
益
モ
亦
子
ノ
財
産
ニ
帰
属
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
主
計
ン
本
人
タ
ル
其
了
カ
右
ノ
行
為
ニ
依
リ
他
人
ノ
財
産
卜
ノ
損
害
ニ
於
子
小

ーふ
i師

首
ニ
利
v比
ヲ
獲
得
、
ン
タ
ル
場
台
ニ
ハ
其
利
前
ノ
存
ス
ル
限
皮
ニ
於
テ
他
人
ニ
釘
シ
之
レ
カ
返
還
ヲ
為
ス
ヘ
キ
義
務
ア
ル
ハ
勿
論
ナ
ワ
ト
ス

}レ
」
本
判
決
も
、
民
九
州
条
一
羽
に
よ
り
第
三
者
は
梓
利
取
付
す
る
叫
能
件
が
あ
る
ケ
ス
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
者
の
権
利
取
得
の
態
様
に
は

判
決
は
言
及
し
て
い
な
い
っ
か
つ
、
こ
こ
で
も
判
決
の
い
一
汗

U
す
る
の
は
、
処
分
有
の
利
得
の
存
存
で
あ
る
。

必
)
大
判
大
正
七
年
二
月
一
九
日
氏
録
一
四
輯
一
一
一
六
七
れ

'll' 
J五

x、
Y
共
有
の
船
舶
が

Y
名
義
に
登
録
さ
れ
て
い
た
た
め
、

Y
は
X
に
無
断
で
船
舶
を
売
却
し
た
。
そ
こ
で
、

X
が
Y
に
対
し

て
売
却
代
金
の
半
額
を
請
求
し
た
。
原
審
で

X
が
勝
訴
し
、

Y
が
上
告
っ
卜
針
案
却
っ

(
判
旨
)
事
務
笹
川
州
を
根
拠
に
売
却
代
金
の
返
還
義
務
を
認
め
た
原
審
に
刻
し
て
、

卜
牛
門
用
由
は
、

Y
は
口
己
の
た
め
に
船
舶
を
処
分
し

た
の
で
あ
り
、
事
務
管
理
の
規
定
の
適
用
の
要
件
を
欠
く
と
↓
丁
張
し
た
c

「
按
ス
ル
ニ
共
有
者
ノ
一
人
甲
カ
他
/
共
有
者
乙
ノ
川
意
ヲ
何
ル

コ
ト
ナ
ク
白
己
ノ
持
分
ト
共
二
位
二
他
ノ
共
有
者
ノ
持
八
刀
ヲ
他
ニ
貰
却
ス
ル
ノ
行
為
ハ
不
法
行
為
ヲ
組
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
百
ヲ
竣
タ
サ

ル
所
ナ
ル
モ
他
ノ
共
有
者
乙
カ
後
日
其
頁
買
行
為
ヲ
不
刊
誌
、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
事
務
管
理
ノ
法
則
ニ
依
リ
乙
ハ
民
法
第
仁
百
一
候
第
六
百
川

l
六

保
ノ
規
定
二
基
キ
中
力
乙
ノ
持
分
ヲ
責
却
、
ン
テ
受
取
リ
タ
ル
代
金
ノ
引
波
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
明
カ
ナ
リ
」

以
上
の
判
決
は
、
無
権
限
処
分
者
の
処
分
を
、
権
利
者
が
示
訟
(
追
認
)
し
た
こ
と
を
理
山
に
、
事
務
管
理
の
規
定
を
適
用
し
て
処
分
者

に
売
却
代
金
の
返
還
を
命
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
判
決
は
、
準
事
務
待
理
を
本
認
し
た
も
の
と
も
瑚
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本

判
決
で
も
、
売
却
代
金
の
返
還
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
中
間
l
u
有
者
で
は
な
く
尚
一
殺
の
侵
害
者
で
あ
る
点
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
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る
。
つ
ま
り
、
直
接
の
無
権
限
処
分
者
は
マ
也
市
は
故
玄
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
過
失
は
白
定
で
き
、
か
つ
、
第
一
者
が
善
意
取
得
の
要
件
を

具
備
し
て
い
れ
ば
、

小
法
行
為
が
成
?
げ
す
る
ケ

l
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
法
行
為
で
は
な
く
準
事
務
管
料
の
法
理
を
示
認
し

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

な
け
れ
ば
、
無
権
限
処
分
者
に
対
す
る
売
却
代
令
の
返
還
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
と
は
い
え
な
い
と
も
評
価
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

品
川

L
八
判
間
川
和

作
七
月
八
日

(
民
集
一

4
巻
一
今
五
ひ
れ
)

X
の
先
代
A
と

Y
は
山
林
の
共
有
者
だ
っ
た
コ

Y
は
山
林
を
一
の
万
川
で
日
い
受
け
る
者
が
あ
る
と

A
を
欺
同
し
、

X

の
持
分
川
分
の
一
の
譲
渡
を
受
け
た
。
そ
の
上
で
、
山
林
を
三
仁
、
力
五

0
0
0円
で
売
却
し
、
九
に
五
万
円
を
交
付
し
た
。
そ
こ
で
、

X
が

(
ポ
一
ズ
の
概
要
)

詐
欺
を
用
由
に
契
約
を
取
り
消
し
、
完
却
代
金
の
四
分
の
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
た
額
を
不
吋
利
得
返
還
請
求
し
た
c

(
判
決
理
州
)
「
伺
テ
拡
ス
ル
ニ
原
審
ハ

Y

カ
X 

(
被
上
生
川
人
)
先
代
A
ノ
代
瑚
人

B
ヲ
歎
岡
、
ン
テ

A
ノ
ム
引
シ
タ
ル
本
刊
山

(
卜
告
人
)

林

ノ

地

す
u

木
ノ
四
分
ノ
一
ノ
持
分
ヲ
買
受
ケ
其
ノ
立
木
ヲ
金
二
十
七
高
烹
千
回
ニ
テ
第
一
者
ニ
責
却
、
ン
其
ノ
代
金
ヲ
受
領
ン
タ
ル
コ
ト
及

X
カ
詐
欺
ニ
囚
ル
意
思
表
示
ト
シ
テ
心
持
分
ノ
責
日
契
約
ヲ
取
消
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
定
シ
れ
金
徹
ノ
凶
分
ノ
ナ
ル
令
九
寓
一
千
七
百
瓦
十

同
ハ
即
Y
ハ
不
合
一
一
利
得
、
ン
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ン
心
持
分
ノ
責
以
ニ
同
リ

X
ノ
先
代
カ
既
一
一
受
領
、
ン
タ
ル
金

14
高
岡
ヲ
之
ヨ
リ
控
除
ン
タ
ル

残
額
金
川
島
一
今
了
七
育

4

困
ハ
即
之
ヲ

Y
ヨ
リ

X
ニ
返
還
ス
ヘ
キ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
己
円
判
-
小
ン
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
然
レ
ト
モ

Y
ヨ
リ
更
ニ

日
受
ケ
タ
ル
第
三
者
ハ
，
宮
窓
ナ
リ
シ
モ
ノ
ト
セ
ハ
詐
欺
ニ
囚
ル
ト
引
持
分
責
買
ノ
収
市
ハ
ー
乙
ヲ
以
テ
右
ノ
第
三
者
ニ
針
抗
ス
ル
コ
}
ヲ
得
サ
ル

カ
此
ニ
一
凶
ニ
於
テ

X
ハ
特
貰
叶
ラ
レ
タ
ル
其
ノ
持
分
ヲ
凶
役
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ノ
損
失
ア
リ
他
/
山
ニ
於
テ

Y
ハ
れ
ノ
持
分
ヲ
モ
第
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一
者
ニ
安
却
、
ン
テ
符
タ
ル
代
金
ノ
利
得
ア
リ
テ

X
ニ
封
、
ン
不
常
利
得
返
還
返
還
ノ
義
務
ヲ
負
フ
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
蹴
其
ノ
額
ハ

Y
ノ
受
ケ

タ
ル
損
失
ノ
額
ヲ
超
過
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
而
シ
テ
其
ノ
損
失
ノ
額
ハ
特
別
ノ
事
情
ナ
キ
限
リ
十
円
持
分
ノ
客
説
的
相
笛
ノ
償
額

1
一
致
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
第
一
者
二
割
ス
ル
惇
貨
慣
額
ハ
必
ス
ン
モ
泊
二
容
槻
的
相
常
ノ
慣
知
ナ
リ
ト
詔
ブ
ヲ
得
ザ
ル
カ
故
ニ
瓦
ノ
韓
貰
債
額
二
依
リ
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テ
也
ニ
右
損
失
ノ
組
ヲ
認
定
、
ン
符
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
又

Y
ハ
其
ノ
帥
件
費
ニ
要
シ
タ
ル
貸
川口
問ハ
ノ
他
ノ
山
川
相
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

Y
ノ
利
得
ハ
樽

寅
代
金
ヨ
リ
之
ヲ
控
除
、
ン
タ
ル
残
額
一
一
過
キ
什
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ク
川
モ
原
審
認
ど
ノ
本
件
持
分
ノ
客
観
的
相
儲
ノ
憤
額
及
ヒ
右
時
一
買
ノ
費

ーふ
i師

用
等
ニ
付
常
事
者
二
弾
明
セ
シ
ム
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
抑
ク
第
一
者
ニ
釘
ス
ル
，
剛
一
戸
責
却
代
金
ノ
川
分
ノ
一
二
相
首
ス
ル
倣
ハ
即
右
枠
寅

二
係
ル

持
分
一
一
因
リ
テ

Y
ノ
不
合
利
得
、
ン
タ
ル
領
タ
ル
ト
共
ニ
其
ノ
持
分
ノ
回
復
不
能
ナ
ル
ニ
同
リ
テ

X
ノ
受
ケ
タ
ル
招
火
ノ
領
ナ
ル
カ
如
ク
一
認
定

シ
テ
リ
川
記
ノ
如
ケ
判
示
、
ン
タ
ル
ハ
審
理
不
孟
理
山
不
備
ノ
迫
法
ア
ル
ト
謂
7
ノ
他
ナ
ク
」

以
上
の
問
決
も
、
無
権
限
処
分
の
有
効
性
を
認
ど
せ
ず
、
当
然
に
処
分
者
の
小
中
l
利
得
の
返
還
戎
務
を
認
め
て
い
る
。
か
つ
、
こ
こ
で
も

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
直
一
般
の
N
H
害
者
で
あ
る
c

た
だ
し
、
処
分
苫
の
売
却
代
令
が
山
一
然
に
所
有
者
の
指
失
で
は
な
く
、
客
観
的
な
仙

伯
、
転
売
の
費
用
な
と
を
考
慮
し
て
返
還
義
務
の
範
回
を
定
め
る
べ
き
だ
と
判
示
し
て
い
る
c

ぬ
夫
判
町
和
一
一
午
七
月
三
円

民
集
一
ハ
巻
。
八
九
口
)

(
雫
実
の
概
安
)
X
会
社
の
パ
ル
プ
を
従
業
員
A
等
が
窃
取
し
、
過
失
の
あ
る
同
種
物
品
の
販
売
業
高
Y
に
売
却
し
、

Y
は
B
に
転
売
し
、

B
は
パ
ル
プ
を
費
消
し
た
c

そ
こ
で
、

xが
Y
に
転
売
代
金
相
占
領
を
不
当
利
得
返
還
請
求
し
た
c

(
判
決
理
州
)
「

Y

ノ
枠
責

ニ
依
リ
テ
付
タ
ル
利
祈
ハ

X

(
同
合
社
)

ノ
所
有
物
件
ヲ
喪
失
セ
ン
メ
タ
ル
ニ
基
同
ス
ル
モ
ノ

(
卜
告
人
)

ナ
レ
ハ

Y
J
A
(
井
上
駒
市
b
)

等
ノ
附
ノ
買
山
ニ
関
係
ナ
ク
別
個
ニ
不
当
利
得
ヲ
構
成
ス
ル
ト
謂
ブ
ヘ
ク
」
と
し
て
、

Y
の
転
売
代
金
を
小

山
利
得
ー
と
し
て
返
還
す
べ
き
だ
と
判
が
し
た
。

本
判
決
の
事
例
で
は
、
現
占
有
者

B
は
パ
ル
プ
を

(
原
所
有
者
の
川
復
請
求
を
受
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
)
善
意
取
得
は
し
な
い
が

パ
ル
プ
は

B
の
い
t

で
消
費
さ
れ
、
原
物
返
還
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

X
が
原
物
返
還
を
請
求
で
き
た
と
き
も
、

B
か
ら
代
悩

弁叶
偵
の
請
求
を
受
け
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
つ

い
ず
れ
に
せ
よ
、
判
例
は

X
が
所
有
権
を
喪
失
し
た
こ
と
を
理
山
に
、

Y
に
対
す
る
不
当
利
付
返
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還
請
求
を
口
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
原
物
返
還
が
不
能
で
、
虹
権
限
処
分
者
Y
に
は
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
占
に
は
注
意
が

必
要
だ
と
考
え
る
υ

つ
ま
り
、
普
志
・
軒
過
失
の
中
間
処
分
者
(
占
ム
日
者
)

に
対
し
て
、
し
か
も
、
原
物
返
還
が
可
能
な
と
き
に
ま
で
、
原

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

所
有
者
が
不
当
利
得
返
還
苅
求
で
き
る
か
は
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
c

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
処
分
苫
の
転
売
代
金
が
利
得
で
あ
る
ー
と
さ
れ
て

い
る
じね

一
附
和
一
六
年

一
月
一
七
円

(
民
集
五
巻
一
一
一
号
七
ヒ
有
頁
)

(T，
丈
の
概
要
)

X
会
社
か
ら
強
奪
し
た
本
件
電
気
銅
を
、

A
は
B
に
完
却
し
、
そ
の
後
日

C
D
E
と
転
完
さ
れ
た
。

Y
は
金
物
販
売
商

E
か
ら
、
電
気
銅
を
買
い
受
け
た
が
、
そ
の
中
に
木
行
電
気
銅
も
混
入
し
て
い
た
仁
そ
こ
で
、

X
が
Y
に
対
し
て
氏
一
九
二
条
、

一
九
四
条

で
物
の
返
還
を
請
求
し
た
。
た
だ
し
、

Y
は
電
気
銅
を
既
に
正
事
に
使
用
し
て
い
た
。
原
審
で
、

X
は
物
の
原
物
返
還
、
え
は
、
代
川
山
弁
償

と
引
替
の
原
物
返
還
、
及
び
、
原
物
返
還
が
不
能
な
ら
、
物
の
客
観
的
悩
値
と
代
何
の
た
数
の
返
還
を
訂
求
し
た
コ

他
に
も
幾
つ
か
の
下
点
は
あ
る
が
、
本
稿
の
論
点
と
関
係
す
る
限
り
で
は
、
原
審
は
「
そ
こ
で
、

X

(
控
訴
人
)
は
民
法
第
百
九
十
四
条

に
依
っ
て
先
ず
Y

(
紋
控
訴
会
社
)
が
E
に
支
払
っ
た
代
金
十
ー
ハ
力
六

T
六
ム
口
九

1
九
円
と
引
換
に
本
件
物
品
の
引
渡
を
求
め
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
然
る
に
前
記
民
法
第
ム
口
九
四
条
は
被
告
者
、
普
窓
占
有
者
の
い
ず
れ
の
利
祈
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
か
は
多
少
議
八
一
明
の
あ
る
所

で
は
あ
る
が
、

と
も
角
被
害
者
の
た
め
に
盗
品
の
田
俊
慌
を
認
め
る
と
共
に
哲
志
占
有
者
に
対
す
る
代
何
の
弁
償
義
務
を
負
わ
せ
後
者
に
不

測
の
恒
常
を
被
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
は
間
違
の
な
い
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
被
害
者
が
添
品
の
回
復
即
ち
そ
の
占
有
の
移
転
を
受
け
よ
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う
と
す
る
場
合
に
は
、

た
と
え
そ
の
物
の
実
際
の
伺
格
が
苦
窓
占
有
者
の
ー
ベ
払
っ
た
代
価
よ
り
低
価
飢
で
あ
っ
て
も
、
該
代
伺
を
弁
償
し
な
け

れ
ば
盗
品
を
川
保
で
き
な
い
結
果
と
な
る
つ
従
っ
て
被
害
者
は
こ
の
場
合
深
川
叩
に
多
く
の
執
着
を
持
た
ぬ
限
り
実
何
よ
り
高
い
ト
川
有
者
支
払

の
代
何
を
払
っ
て
ま
で
も
盗
品
を
判
復
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
を
判
復
す
る
と
芹
と
は
全
く
被
害
者
の
白
山
意
思
に
任
さ
れ
る
の
で
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あ
る
。
か
よ
う
に
民
法
第
白
九

l
川
条
の
法
意
を
保
求
す
る
と
き
、
被
害
者
の
燦
品
川
似
請
求
梓
は
当
扶
d

慌
品
の
存
在
と
い
う
こ
と
が
不
利

ーふ
i師

欠
の
要
件
で
あ
る
の
が
粁
易
に
了
解
さ
れ
、

ML
し
判
彼
訂
求
の
際
盗
品
に
し
て
存
在
せ
ん
と
せ
ん
か
被
常
者
に
は
最
H
十
こ
の
回
復
請
求
権

が
な
く
占
有
苫
は
そ
の
引
波
義
務
を
負
わ
ぬ
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
が

X
が
初
め
て
当
審
で
右
規
定
に
基
い
て
続
品
の
回
復
を
請
求

し
た
心
時
既
に
本
件
物
品
が
消
費
さ
れ
て
現
存
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
弁
論
の
全
趣
己
円
か
ら
X
の
一
認
め
る
別
で
あ
る
じ
米
た
し
て
そ
う

だ
と
す
れ
ば
諸
山
崎
J

疋
に
依
る
回
復
請
求
権
の
存
在
す
る
こ
と
を
川
提
と
す
る

X
の
予
備
的
請
求
は
こ
れ
ま
た
失
当
で
、
他
の
争
点
の
判
附
を

待
つ
ま
で
も
な
く
こ
れ
を
排
斥
せ
ざ
る
を
得
な
い
J

と
し
た
。
そ
こ
で
、

X
が
卜
告
コ
上
土
川
棄
却
。

(
判
決
理
山
)
原
者
と
同
じ
く
、
本
稿
ー
と
関
係
す
る
争
点
に
関
す
る
刈
断
は
、
「
本
件
電
気
銅
が
現
存
し
な
い
雫
実
は
、
原
審
に
お
い
て

巾
I
事
者
間
に
合
い
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら

-
・
・
c

そ
し
て
、
原
審
は
民
法
一
九
四
条
の
解
釈
に
よ
り
占
有
物
を
回
復
す
る
に
は
、

そ
の
物
の
現
有
す
る
こ
と
を
削
提
と
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
物
品
は
現
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

X

し
て
こ
れ
を
排
斥
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
判
断
は

d
J
一
で
あ
る
」
で
あ
っ
た
ロ

物
の
現
存
が
民
九
四
条
の
凶
復
請
求
権
の
前
提
だ
ー
と
、
原
審
・
最
高
裁
は
説
く
に
什
ま
る
。
し
か
し
、
原
物
返
送
が
不
能
と
な
っ
て
も
、

(
上
位
人
)

の
前
川
本
は
失
当
で
あ
る
と

被
tv
日
者
は
ト
ハ
有
離
脱
物
の
川
復
を
請
求
で
き
る
以
上
は
、
物
の
現
在
の
悩
栴
と
代
伺
弁
償
の
差
徴
は
回
復
請
求
権
者
に
帰
属
す
る
と
い
う
考

え
方
も
十
分
に
一
川
能
で
あ
ろ
う
υ

し
か
も
、
原
物
返
還
が
不
能
と
な
っ
た
の
は
、

Y
が
L
事
に
使
用
し
た
か
ら
で
あ
り
、

Y
は
た
幅
削
を
利
得

し
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
原
所
有
者
の
仙
伯
除
償
の
請
求
を
排
除
す
れ
ば
、
民
一
九

O
条
の
評
悩
と
の
祇
触
が
問
題
に

な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
条
は
物
が
滅
失
・
損
傷
し
た
と
き
に
も
普

E
円
有
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
免
除
す
る
が
、
現
有
利
v此
の
返
還
義
務
は

つ
ま
り
、
同
条
は
占
有
者
へ
の
物
の
伺
伯
白
体
の
帰
属
を
認
め
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
c

そ
う
す
る
と
、
判
例
は
、

原
物
返
還
が
不
当
利
得
返
還
請
求
に
変
わ
っ
た
場
台
に
、
民
一
九
州
条
の
与
え
る
取
引
の
安
全
を
一
層
拡
大
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

負
わ
せ
て
い
る
c

北法;)9(5・Hi)2324 



⑬
高
松
内
判
四
川
和
一
七
年
六
月
二
円
(
高
民
集
一
五
巻
刊
号
二
九
六
円
〈
)

(
ポ
実
)

X
会
社
か
ら
従
業
員
A
が
材
木
を
窃
取
し
、
書
志
・
証
過
失
の
材
木
版
売
商
の

Y
に
売
却
υ
Y
は
材
木
を
製
材
し
て
橋
、
説
材
、

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

Y
が
材
木
を
転
売
し
て
回
収
が
不
司
能
ー
と
な
っ
た
と
し
て
、

建
築
材
ー
と
し
て
転
売
し
た
。
そ
こ
で
、

X
は
Y
に
対
し
て

Y
の
過
失
に
よ
る
不

法
行
為
に
対
す
る
桜
台
賠
償
請
求
、
及
び
、
材
木
の
時
何
相
当
績
を
不
当
利
得
返
還
前
求
し
た
じ
原
審
は
、

Y
に
過
失
は
な
く
、

か
つ
、

Y 

の
利
得
は
購
入
悩
格
と
完
却
仙
絡
の
主
初
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

X
は
Y
の
売
却
価
格
を
立
証
し
て
い
な
い
、

A
は
X
の
従
業
員
で

X
の
苅
求
は
自
己
の
選
任
・
監
貨
の
過
失
を
Y
に
転
殺
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

X
の
訂
求
を
烹
却
し
た
っ

X
が
持
訴
し
た
が
、

あ
り
、

請
求
棄
却
。

(判己
H
)

ア
ー
な
争
点
は
、

Y
が
A
に
支
払
っ
た
代
金
を
不
当
利
得
か
ら
控
除
で
き
る
か
で
あ
っ
た
仁
「
し
か
し
な
が
ら
、
不
当
利
得
制
度
は
、

実
質
的
に
不
当
な
財
産
何
怖
の
移
動
を
調
整
し
、
他
の
制
度
卜
の
救
済

f
段
の
欠
陥
を
仙
っ
て
H
ハ
休
的
な
正
義
公
平
の
実
現
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
不
当
利
仰
の
成
不
白
及
び
返
還
義
務
の
範
圏
を
疋
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
衡
平
を
失
わ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
っ
て
本
件
を
与
え
る
と
、
不
仲
間
除
説
に
従
う
と
き
に
は
、

(
被
搾
訴
人
)

は
転
売
に
よ

Y 

る
利
得
全
部
を

X

(
持
訴
人
)

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
結
米

Y
は
A
に
支
払
っ
た
代
仙
八
刀
だ
け
損
失
を
蒙
る
こ
と
に
な

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
で
も
Y
は
A
に
対
L
代
金
償
還
請
求
権
を
有
す
る
か
ら
、
こ
れ
の
行
使
に
よ
り
わ
損
火
を
補
填
で
き
る
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
之
は
伯
象
的
に
過
ぎ
本
刊
の
よ
う
な
場
合
(
弁
論
の
全
趣
旨
か
ら

A
は
都
資
力
と
認
め
ら
れ
る
コ
)

に
は
、
右
償
還
訂
求
権

の
行
使
に
よ
っ
て
悩
失
を
填
補
す
る
こ
と
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

X
は
Y
か
ら
木
材
畑
中
額
の
令
銭
の
返
還
を
受
け
ら

北法SD(S.li)232S

れ
る
結
米
、
何
ら
の
損
失
も
な
い
こ
と
と
な
る
c

方
、
控
除
説
に
従
う
と
き
に
は
、

X
は
Y
か
ら
返
還
を
受
け
る
べ
き
も
の
は
実
際
上
皆

前
戎
は
椋
め
て
少
数
(
木
件
に
お
い
て
は

Y
の
転
売
悩
格
を
認
め
る
に
足
る
証
拠
は
な
い
が
、
り
川
記
Y
小
平
人
の
供
述
に
よ
る
と
、

Y
が
小
平
刊

木
材
の
買
人
転
完
に
よ
っ
て
得
た
実
質
上
の
利
析
は
極
め
て
少
額
だ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
)

と
な
り
、

そ
の
結
果
は
、

A
に
対
す
る
不
法



"見

行
為
に
因
る
損
合
同
町
償
請
求
権
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
実
効
を
帰
L
難
い
こ
と
は
前
記

Y
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
木
材
相
当
額
の

似
牛
八
を
蒙
る
こ
と
に
な
り
、
反
一
川
Y
は
蝋
失
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
不
採
除
説
、
持
除
説
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
に
よ
り
、

ーふ
i師

本
件
中
l
事
者
の
利
害
は
け
以
対
に
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
件
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
認
定
の
ー
と
お
り
、

Y
が
本
件
木
材
を
取
刊
す
る
当

時
に
お
い
て
は
全
く
善
意
・
証
過
失
で
あ
り
、

一
点
A
は
X
の
被
用
者
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
所
以
は
、
直
接
に
は

A
が

木
材
を
燦
み
山
し
た
こ
と
で
あ
り
、
同
長
に
は
使
川
者
た
る

X
の
A
に
対
す
る
選
仔
、
昨
日
営
上
の
不
行
問
(
過
失
)

に
茶
阿
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
υ

そ
、
つ
す
る
と
、
仮
に
不
控
除
説
に
よ
る
と
き
に
は
、
ん
土
く
善
意
都
過
失
で
あ
り
何
ら
青
(
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
な
い

Y
が
掘
失
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
原
因
に
つ
き
同
長
に
で
も
過
失
の
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き

X
が
指
失
の
填
補
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
、
不
公
平
な
結
米
と
な
る
じ
こ
れ
に
反
し
、
控
除
説
に
従
う
と
き
に
は
、
右
の
よ
う
な
ー
ん
際
上
の
矛
盾
、
不
公
平
は
な
く
な
り
、
不
当

利
得
制
度
の

U
的
で
あ
る
具
体
的
公
平
の
理
念
に
台
致
す
る
結
果
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
場
合
に
お
い
て
は
、
控
除
説
に
従
う
の

が
栢
山
で
あ
る
。
只
、
控
除
説
に
立
場
に
す
u

っ
と
き
は
、
民
法
九
二
条
の
規
定
に
よ
り
原
物
を
返
還
す
る
場
合
と
の
抱
衡
を
失
す
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
が
、
凡
そ
原
物
返
還
不
能
の
場
合
に
お
い
て
は
全
て
そ
の
仙
植
を
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
現
存
利
益

の
返
還

(
例
え
は
民
法
九
一
条
)
と
い
う
こ
と
も
あ
り
作
る
わ
け
で
あ
り
、
又
、
民
法
九
二
条
は
そ
の
意
に
反
し
て
占
有
を
奪
わ
れ
た

者
を
保
護
す
る
た
め
の
特
殊
な
規
定
で
あ
り
、
も
し
取
得
苫
が
盗
品
止
は
遺
失
物
を
同
法
九
四
条
の
よ
う
な
条
件
の
い
t

に
取
得
し
た
場
合

こ
+
品
、

l
l
 M
H
彼
苫
は
代
似
を
弁
悩
し
な
け
れ
ば
物
の
占
有
を

M
復
で
き
な
い
の
で
あ
り
(
こ
の
場
合
は
控
除
説
と
同
一
結
果
に
な
る
つ
本
件
に

お
け
る

Y
の
木
材
取
得
は
、
右
九
四
条
の
場
合
に
近
似
し
て
い
る
。
)
、
こ
れ
ら
の
凸
J

を
考
え
合
わ
せ
る
と
れ
一
九
一
一
条
の
規
定
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
前
記
の
結
論
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
じ
(
な
お
、
原
判
決
が
引
川
し
て
い
る
大
審
院
刊
例
(
昭
和
二
年
ヒ
月
一
日

は
取
得
者
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
ム
円
で
あ
る
か
ら
、
本
刊
と
は
軒
下
草
案
を
異
に
し
、
必
ず
し
も
旭
切
と
は
い

判
決
(
り
川
記
⑤
判
決
)
)

、ぇふ缶い。」

北法;)9(5・18)2326



本
件
で
は
、
窃
取
さ
れ
た
物
を
現
存
は
誰
が
川
有
し
て
い
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
つ
し
た
が
っ
て
、
先
に
凡

た
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
で
は
、
ま
き
に
巾
間
占
有
者
Y
の
無
住
限
処
分
を
追
認
し
て
、
不
中
利
得
返
還
請
求
す
る
実
益
が
あ
る
ケ
ー
ス
の
は

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
木
判
決
で
は
、
善
意
・
無
過
失
の
巾
問
占
有
者

Y
に
刻
す
る
原
所
有
吉
X
の
不
中
I
利
得
返
還
苅
求
は
、
中
間
!
日
有
者

Y
の
買
受
何
格
と
転
売
仙
格
の
尤
績
だ
と
解
し
て
い
る

(
持
除
説
)
c

か
っ
、
控
除
説
の
合
理
牲
を
、
民
一
九
四
条
の
有
在
に
求
め
、
民
一

Y
に
盗
品
を
売
却
し
た
の
が

X
の
被
川
苫
で
あ
り
、

Y
へ
の
物
の
売
却
が

X
の
選
粁
・
耽
督
の
過
失
に
起
因

九
三
条
の
趣
旨
へ
の
抵
触
は
、

す
る
こ
と
、
及
び
、
以
上
の
事
情
と
九
凶
条
の
評
悩
と
の
煩
似
性
に
よ
っ
て
判
避
で
き
る
と
解
し
て
い
る
c

き
ら
に
、
川
円
す
べ
き
は
、

本
判
決
が
、
巾
問
占
有
者
に
対
す
る
不
当
利
符
返
還
請
求
を
認
容
し
た
前
記
③
判
例
に
百
及
し
、
必
で
は
中
間
占
有
者
に
過
失
が
あ
り
、
事

つ
ま
り
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
(
原
)
所
有
者
の
被
用
者
が
窃
取
し
た
動
産
が
売

案
を
異
に
す
る
と
い
っ
て
い
る
点
で
あ
る
c

却
さ
れ
た
場
合
に
は
、
苦
意
・
耐
過
失
の
中
間
川
有
者
の
不
当
利
得
を
構
成
す
る
の
は
転
売
代
金
と
買
主
代
金
の
尤
初
で
あ
る
と
い
う
こ
と

そ
の
根
拠
は
、
民
一
九
四
条
の
趣
旨
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ロ
同
条
は
、

(
原
)
所
有
者
か
ら
返
還
請
求
を
受
け
た
現
占
有

に
な
る
コ
か
っ
、

者
に
、
現
占
有
苫
に
物
を
売
却
し
た
売
で
か
ら
物
の
返
還
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
川
時
版
行
を
請
求
で
き
る
既
払
代
価
の
返
迭
を
、
(
原
)

所
有
者
に
対
し
で
も
認
め
る
制
度
で
あ
る
c

つ
ま
り
、
同
条
は
物
権
的
訪
ぷ
に
対
し
て
、
債
権
的
な
抗
弁
の
↓
丁
張
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
c

以
卜
と
同
憾
の
評
価
は
、
中
間
占
ム
引
者
に
対
し
て
(
原
)
所
有
者
が
物
の
売
却
代
金
(
客
観
的
な
山
場
価
値
)
の
返
還
を
前
求
し
た
と
き
に
、

売
得
代
金
の
拝
除
を
認
め
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
-
し
か
し
、
木
判
決
は
、

九
四
条
の
、
姐
用
の
要
件
を
欠
く
善
意
・
無
過
失
の
巾
問
占
有

者
の
責
任
に
関
し
て
、
対
価
控
除
況
を
採
川
す
る
こ
と
で

つ
ま
り
、
売
却
代
金
と
買
受
代
金
の
差
積
の
返
還
だ
け
を
認
め
る
こ
と
で
、
取

北法5D(5-19)2327

引
の
安
全
を
拡
大
し
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
ロ

た
だ
し
、
以
卜
の
即
は
、
反
面
と
し
て
、
対
仙
控
除
以
上
の
取
引
の
安
全
は
与
え
ら
れ
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
氏
一
九
四
条
の
適
用
さ
れ

る
現
占
有
者
は
、
物
が
滅
失
し
た
と
き
で
も
、
物
の
客
観
的
仙
伯
(
市
場
仙
格
)
と
山
貝
受
代
金
の
差
額
の
返
還
義
務
を
負
、
っ
と
解
す
る
余
地



"見

が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
取
引
の
安
全
を
拡
大
し
て
い
た
の
が
、
本
判
決
は
一
汗
及
し
て
い
な
い
が
、

卜
記
の
(
刊
一
判
例
の
立
場
で

あ
っ
た
っ
さ
ら
に
、
近
時
も
取
引
の
安
全
を
拡
大
す
る
判
例
が
現
れ
て
い
る
υ

ーふ
i師

⑪
)
回
収
判
平
成
一
一
作
l
l

ハ
月
二
ヒ
日
(
民
集
ム
川
巻
有
ロ
ケ
七
二
七
買
)

(
事
実
の
概
要
)
X
は
(
登
録
の
対
象
で
は
な
い
)
土
木
機
械
を
A
に
盗
取
さ
れ
、

A
は
機
械
を
巾
心
機
械
の
敗
完
業
者
B
に
売
却
し
た
。

Y
は
B
の
処
分
惟
限
に
普

E
-
m
過
失
で
、

B
か
ら
一

0
0万
川
で
機
械
を
日
い
受
け
た
υ

X
は
Y
に
機
械
の
返
還
、
及
び
、
訴
状
送
達
の

翌
日
か
ら
引
波
済
ま
で
の
月
額
四
五
万
円
の
使
用
利
益
相
ぺ
額
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。
第
一
審
で
敗
訴
し
た

Y
は
、
機
械
を
任
意
に
返
送

し
た
上
で
、
以
訴
し
て
、
代
仙
弁
償
と
機
械
の
引
波
の
翌
日
以
後
の
年
五
分
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
請
求
し
た
c

他
i

刀
で
、

X
は
、
訴

状
送
達
の
翌
円
か
ら
機
械
の
引
波
ま
で
の
使
用
利
益
の
返
還
を
請
求
し
た
。
原
審
は
、
山
昨
日
間
の
占
有
者
は
民
八
九
条
二
項
で
本
件
の
訴
え

提
起
時
か
ら
悪
意
の
占
有
者
と
み
な
さ
れ
る
と
判
ボ
し
、

X
の
訴
提
起
以
内
恨
の

Y
の
使
川
利
益
の
返
還
、
及
び
、

Y
の
代
何
弁
償
と
遅
延
利

息
の
請
求
を
認
容
し
た
。

Y
が
上
告
受
理
申
?
止
。

一
部
烹
却
c

部
破
棄
口
判
、

(
判
決
理
由
)
「
盗
品
又
は
遺
失
物
(
以
下
っ
盗
H
EJ

と
い
う
c)

の
被
害
者
又
は
遺
失
、
土

(
以
卜
被
害
者
等
し
と
い
う
)
が
滞
日
叩
守

の
l
川
有
者
に
対
し
て
そ
の
物
の
返
還
を
求
め
た
の
に
対

L
、
l
川
有
者
が
民
法
九
四
条
に
基
づ
き
支
払
っ
た
代
悩
の
弁
備
が
あ
る
ま
で
は
涛

川
型
寸
の
使
川
収
訴
を
行
、
つ
権
隈
を
有
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
コ
け
だ
し
、
民
法
九
四
条
は
、
海
品
行
を
競
売
主
計
し
く
は
公
の
市

場
に
お
い
て
又
は
そ
の
物
と
同
種
の
物
を
販
売
す
る
商
人
か
ら
以
い
受
け
た
占
有
者
が
同
法
一
九
一
条
所
定
の
要
件
を
備
え
る
と
き
は
、
被

害
者
等
は
ト
ハ
有
者
が
支
払
っ
た
代
仙
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
そ
の
物
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
占
有
苫
と
被
中
い

者
等
と
の
保
護
の
均
衡
を
図
っ
た
規
ど
で
あ
る
と
こ
ろ
、
被
h
R
1

者以ゆ
J

の
川
保
請
求
に
対
L
占
有
者
が
民
法
一
九
州
条
に
某
づ
き
盗
品
等
の
引

渡
し
を
拒
む
場
合
に
は
、
被
究
者
守
は
、
代
何
を
一
万
糾
問
し
て
海
門
忠
J

を
判
復
す
る
か
、
決
川
川
忠
J

の
判
似
を
あ
き
ら
め
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
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が
で
き
る
の
に
対
し
、
占
有
者
は
、
被
害
者
等
が
盗
品
等
の
回
復
を
あ
き
ら
め
た
場
合
に
は
議
品
芋
の
-
附
右
者
と
し
て
川
有
取
得
後
の
使
用

利
訴
を
享
受
L
得
る
と
解
さ
れ
る
の
に
、
被
害
者
等
が
代
怖
の
弁
償
を
選
択
し
た
場
合
に
は
代
何
弁
償
以
前
の
使
川
利
訴
を
喪
失
す
る
と
い

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

う
の
で
は
、
占
有
者
の
地
位
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
両
者
の
保
護
の
均
衡
を
図
っ
た
同
条
の
趣
己
H
に
反
す
る
給
米
と
な
る
か
ら

で
あ
る
c

ま
た
、
弁
償
さ
れ
る
代
仙
に
は
利
息
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
と
の
均
衡
上
山
有
者
の
使
用
収
益
を
認
め
る
こ

Y
は
機
械
の
返
還
後
も
代
価
弁
償
が
可
能
(
代
仙
弁
償
は
抗
弁
と

と
が
公
干
に
、
泊
、
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
つ
」
そ
れ
以
外
に
も
本
判
決
は
、

し
て
だ
け
烹
張
で
き
る
と
し
た
大
判
昭
和
川
年
一
月

一
日

R
集
八
巻
九
二
三
民
の
判
例
変
更
)
、
及
び
、
代
何
弁
償
債
務
の
遅
延
損
宮
川

余
は
物
の
引
波
以
後
に
党
止
す
る
と
判
示
し
て
い
る
c

l
H
有
者
に

(
原
)
所
有
者
か
ら
の
訴
訟
継
続
以
絡
も
使
用
利
益
の
返
還
義
務
を
免
じ
た
点
に
は
批
間
的
な
学
説
も
あ
る
c

確
か
に
、
原

ム
番
の
説
示
す
る
よ
う
に
、
民
一
八
九
条
一
項
の
文
百
解
釈
か
ら
は
、
訴
一
訟
係
属
の
後
は
ト
川
有
者
の
悪
意
が
擬
制
さ
れ
、
使
川
利
掃
の
返
還
義

務
を
色
ぞ
っ
と
考
え
る
の
が
素
直
な
解
釈
で
あ
ろ
う
ロ
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、
ま
ず
占
有
者
の
地
位
の
不
安
定
を
理
問
と
し
て
、
使
用
利
益

の
返
還
義
務
を
あ
口
定
す
る
。
さ
ら
に
、
代
仙
弁
償
に
利
y

巳
は
合
ま
れ
な
い
こ
と
を
洲
由
ー
と
し
て
、
被
害
苫
等
の
回
復
請
求
権
者
と
占
有
苫
を
、

あ
た
か
も
民
立
ヒ
ム
条
が
適
川
さ
れ
る
よ
冗
買
契
約
の
巾
事
苫
の
よ
う
に
与
え
て
い
る
仁
し
か
し
、
川
者
は
、

(
原
)
所
有
者
に
回
復
前
ぷ
が

認
め
ら
れ
る
以
卜
は
、
占
有
者
の
地
伏
の
不
安
定
は
決
定
的
な
理
山
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
克
で
、
占
有
者
(
買
↓
丁
)

の
代
仙
弁
償

を
、
占
有
者
の
り
刷
、
王

に
対
す
る
債
権
的
な
請
求
を

(
原
)
所
有
者
に
対
し
て
も
主
張
す
る
こ
と
を
み
灯
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
と
、

古川ア王

後
者
に
は
一
定
以
上
の
説
何
力
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
占
有
者
(
他
人
物
の
買
主
)

が
前
中
(
他
人
物
の
先
、
土
)
に
追
奪
担
保
責

北法5D(5-21)2329

任
を
追
及
し
て
、
代
金
の
利
息
を
請
求
す
れ
ば

F

川、土

は
ト
ハ
有
者
(
百
円
七
)

に
刻
し
て
使
川
利
祥
の
返
還
が
請
求
で
き
る
は
ず
で

(
ム
冗
、
五
)

あ
る
(
最
判
間
川
和
有
作
一
一
月
二
日
民
集
二
(U
巻
号
一
頁
を
参
問
)υ

他
方
で
、
代
価
弁
償
に
は
利
息
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

(
原
)
所
有
者
の
関
係
を
、
売
買
契
約
の
当
事
者
と
類
似
す
る
と
考
え

従
っ
て
、
代
悩
弁
償
を
請
求
す
る
占
有
者
と
物
の
回
筏
を
訂
求
す
る



"見

る
な
ら
、

五
七

TZぷ
の
類
推
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
代
仙
弁
償
と
物
の
凶
復
の
相
-
且
の
給
付
の
闘
に
は
、
売
買
契
約
の
当
事
者
聞
の
よ

(
原
)
所
有
者
が
回
復
を
選
択
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
通
常
は
物
の
仙
情
は
代
何
よ
り
高

ーふ
i師

う
な
斗
J

仙
的
な
関
係
は
存
在
し
な
い
っ
し
か
も
、

怖
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
五
ヒ
五
条
の
額
推
は
不
ψ
ー
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
上
記
の
一
連
の
刈
決
(
特
に
、
。
制
一
)

一
九
四
条
の
解
釈
と
し
て
取
引
の
安
全
を
拡
大
し
た
の
が
本
判
決
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
c

方
向
性
を
推
し
進
め
て
、

d
)
小
折

以
上
の
他
人
物
の
無
権
限
処
分
に
関
す
る

(
裁
)
判
例
は
、
そ
の
時
期
も
呉
な
り
、
間
違
い
な
く
一
員
し
た
基
準
線
が
党
児
で
き
る
と
い

え
る
か
は
沿
干
疑
わ
し
い
c

し
か
し
、
判
例
の
方
向
件
に
は
一
応
の
一
貫
性
が
あ
る
と
し
て
、
か
っ
、
特
に
、
最
近
の
判
例
の
傾
向
を
考
慮

す
る
な
ら
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
一
昨
右
者
の
虹
権
限
処
分
の
迫
訟
を
白
川
止
し
た
判
例
は
あ
る
が
、
そ
の

U
的
は
処
分
の
相
手
方
で
あ
る
第
一
二
者
に
対
す
る
所
有
慌
に
某
づ
く
請
求
権
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
り
、
処
分
者
に
対
す
る
小
斗
利
得
返
送

請
求
の
前
提
と
し
て
で
は
な
い

(
心
③
)
。
さ
ら
に
、
処
分
者
に
対
す
る
不
叶
利
得
・
不
法
行
為
の
請
求
を
認
め
た
判
例
で
も
、
所
有
苫
の

追
認
に
言
及
す
る
も
の
は
な
い
じ
そ
の
例
外
が
、
所
有
者
の
追
訟
に
よ
る
事
務
管
理
の
成
I

止
と
、
処
分
者
に
対
す
る
売
却
代
金
の
返
還
請
求

を
認
め
た
判
例
(
⑨
)

で
あ
る
υ

し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
蛙
梓
限
処
分
は
故

E
で
あ
り
、
か
っ
、
処
分
は
有
効
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た

宅
例
で
あ
る
コ
し
た
が
っ
て
、
者
志
・
軒
過
失
の
い
比
権
限
処
分
の
追
刊
誌
の
事
例
と
は
、

と
て
も
評
悩
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
担
権
限
処
分
の

有
効
・
無
効
に
言
及
し
な
い
判
例
の
多
く
は
、
直
長
の
侵
害
者
に
対
す
る
正
午
均
利
得
返
還
請
求
を
白
ハ
止
し
た
事
例
で
あ
る
(
②
悦
E

⑪
)
c

し

か
も
、
中
同
占
有
者
(
処
分
者
)
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
を
認
め
た
の
は
、
原
物
返
還
が
不
能
で
、
中
間
ト
ハ
有
者
に
過
火
が
あ
っ
た

事
例
で
あ
る

(
⑪
)
。
さ
ら
に
、
原
物
返
還
が
不
能
と
な
れ
ば
、
民
一
九
四
条
の
阿
保
請
求
格
、

小
当
利
得
返
還
前
求
の
い
ず
れ
も
成
立
し

な
い
と
し
た
判
例
(
⑬
)
、
民
九
二
条
の
尚
一
周
さ
れ
る
ポ
例
で
巾
間
処
分
者
の
対
何
抗
弁
を
認
め
た
裁
判
例
(
⑬
)
、
及
び
、
氏
一
九
四
条 の

北法;)9(5・22)2:BO



の
解
釈
と
し
て
(
原
)
所
有
者
の
代
何
弁
償
の
弁
消
提
供
ま
で
は
山
有
者
に
使
川
利
益
の
返
還
義
務
を
免
じ
た
判
例
(
均
一
)
を
考
慮
す
る
と
、

判
例
は
民
一
八
九
条
以
十
の
胤
'
疋
の
守
え
る
取
引
の
安
全
を
拡
大
し
て
お
り
、
善
意

-
t
…
過
失
の
巾
間
占
有
者
(
処
分
者
)
に
対
す
る
不
当

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

利
得
返
還
請
求
を
川
d

条
件
で
認
め
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
他
ー
々
で
、
大
審
院
の
判
例
は
、
無
権
限
処
分
が
無
効
な
場
合
は
、
中
間
処
分
有

に
対
す
る
指
害
賠
償
を
込
け
、
占
有
者
へ
の
所
有
物
返
還
請
求
を
指
示
し
て
い
る

(
低
(
似
)
じ
こ
の
こ
と
を
併
せ
考
慮
す
る
な
ら
、
無
権
限

処
分
者
に
対
す
る
不
当
利
付
返
還
請
求
を
訟
め
た
判
例
の
理
解
の
叫
能
件
は
、
多
義
的
で
あ
ろ
う
。
第
は
、
そ
の
こ
と
に
判
例
は
一
百
及
し

な
い
が
、
処
分
の
有
効
性
は
当
然
の
前
提
だ
と
い
、
つ
可
能
性
で
あ
る
。
第
二
は
、
不
法
行
為
の
成
育
で
は
、
被
究
者
の
指
半
口
の
発
止
が
問
題

と
な
る
り
と
こ
ろ
が
、
大
帝
院
の
判
例
も
い
う
よ
う
に
、
現
占
有
者
に
対
す
る
所
有
物
返
送
請
求
が
可
能
な
ら
、
「
鉛
宝
門
」

の
要
件
が
具
備

さ
れ
な
い
c

し
か
し
、
他
刈
で
、
処
分
者
の
利
得
に
注
リ
す
れ
ば
、
処
分
苫
は
「
ポ
売
卜
は
売
却
代
金
を
『
利
得
と

し
て
い
る
f

だ
か
ら
、

似
合
の
要
件
を
回
避
す
る
た
め
に
、
不
当
利
得
返
還
請
求
が
選
択
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
行
後
に
は
、
少
な
く
と

も
侵
当
者
に
故
意
・
過
失
が
存
杭
す
る
限
り
で
は
、
他
人
の
権
利
領
域
へ
の
下
渉
に
対
す
る
反
動
的
請
求
と
し
て
、
受
純
物
の
返
還
請
求
権

を
認
め
る
、
べ
き
だ
と
い
う
一
計
仙
が
存
在
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
c

第
一
が
、
絞
述
す
る
一
宅
説
の
説
く
よ
う
に
、
処
分
者
に

対
す
る
事
務
管
川
崎
・
不
心
利
得
に
よ
る
返
還
請
求
の
要
件
と
し
て
は
、
無
権
限
処
分
の
有
効
・
世
効
は
無
閥
係
だ
と
、
判
例
が
考
え
て
い
る

可
能
性
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
権
利
者
の
所
ム
引
物
返
還
請
求
梓
の
放
棄
(
権
利
者
の
迫
認
)
を
前
提
と
し
て
、
持
利
者
は
処
分
者
に
不
当
利
得

返
還
請
求
が
可
能
だ
と
解
す
る
こ
と
で
あ
る
υ

た
だ
し
、
第
三
の
考
え
方
で
は
、
権
利
者
の
追
認
は
、
直
援
の
侵
害
者
だ
け
で
な
く
、
脅
す
日

の
中
間
占
有
者
の
処
分
に
刻
し
て
も
可
能
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
叶
例
が
不
当
利
符
返
還
請
求
を
認
め
た
の
は
、
巾
問
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処
分
者
に
過
失
が
あ
る
ケ
ー
ス
だ
っ
た
こ
と
、
加
、
λ
て
、
民
一
九
一
一
条
、

一
九
川
条
の
取
引
の
安
全
を
拡
大
す
る
判
例
の
傾
川
か
ら
は
、
善

意
の
中
間
ト
川
有
者
に
対
す
る
不
ψ
l
利
得
返
還
請
求
を
蛙
条
件
で
認
め
る
と
は
考
え
が
た
い
υ

た
だ
し
、
以
卜
に
関
す
る
結
論
は
、
軒
権
限
処

分
に
関
す
る
学
説
と
、
他
人
の
債
権
の
制
収
に
つ
い
て
の
判
例
・
学
説
を
検
討
し
た
上
で
、
再
び
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
コ



"見

3
)
他
人
の
物
の
処
分
に
関
す
る
学
説

(a)
不
法
行
為
に
関
す
る
学
説

ーふ
i師

他
人
の
所
有
権
を
侵
害
す
る
行
為
は
、
「
他
人
の
権
利
止
は
法
律
卜
保
設
さ
れ
る
利
益
」
(
民
仁
の
九
条
)

か
し
、
そ
れ
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
の
は
、
第
二
者
の
苦
窓
取
得
、
添
付
な
ど
に
よ
り
他
人
に
所
有
権
を
失
わ
せ
る
限
切
台
、
及
、
ぴ
、
社
会

の
侵
害
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
し

観
念
上
同
似
が
不
可
能
な
場
合
で
あ
る
。
他
右
で
、
他
人
の
所
有
物
を
自
己
の
物
と
し
て
第
一
今
者
に
売
却
し
て
も
、
法
律
上
権
利
が
失
わ
れ

な
い
場
合
は
、
所
有
者
は
、
物
を
収
一民
す
ま
で
の
川
益
の
阻
台
分
干
、
登
記
名
義
を
制
復
す
る
に
要
す
る
安
川
な
と
を
侵
当
者
に
陪
悩
訂
ぶ

で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
が
現
存
し
て
所
有
物
辺
凶奈
川
求
権
を
行
使
し
て
同
復
が
可
能
な
場
合
に
不
法

行
為
を
認
め
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
f

し
か
も
、
仮
に
権
利
者
の
追
認
が
あ
っ
て
も
、
所
有
権
の
喪
火
は
追
訟
の
効
果
で
あ
る
か
ら
、
不
法

行
為
を
構
成
す
る
と
は
い
今
え
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
の
学
説
が
、
無
権
利
者
の
処
一
分
の
位
効
な
場
合
を
特
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
の

は
、
ム
ー
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

b
)
事
務
管
理
・
不
当
利
符
に
関
す
る
学
説

わ
が
国
の
不
当
利
得
に
関
す
る
学
説
で
、
権
利
者
の
追
認
の
可
斉
に
言
及
す
る
も
の
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
っ
た
だ
し
、
↓
T
に
ド
イ
ソ

法
を
参
照
し
た
と
恩
わ
れ
る
学
説
は
、
例
外
な
く
権
利
者
の
追
認
に
よ
る
無
権
限
処
分
者
へ
の
不
当
利
付
返
還
請
求
を
自
ど
し
て
い
る
υ

か

つ
、
以
権
利
者
の
処
分
が
権
利
者
に
対
し
て
有
効
で
な
い
場
合
を

E
識
し
て
議
論
し
て
い
る
の
は
、
追
一
認
に
一
門
及
す
る
学
説
に
限
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
c

(
ア
)
我
妻
説
は
、
ま
ず
無
権
利
者
の
処
一
分
が
梓
利
者
に
対
し
て
ム
引
効
な
場
合
は
、
権
利
者
は
軒
権
利
者
に
対
し
て
不
ψ
l
利
得
返
還
請
求

が
り
能
だ
と
す
る
υ

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
判
例
目
体
は
処
分
の
有
効
件
に
言
及
し
て
い
な
い
必
⑧
の
判
決
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
証

北法;)9(5・24)2:B2 



権
利
者
の
処
分
が
相
効
で
も
、
権
利
者
が
追
認
し
て
有
効
と
な
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
か
つ
、
そ
こ
で
あ
げ
る
具
体
例
は
、
権

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

(
小
企
⑨
)
。
そ
の
上
で
、
処
分
が
都
効
な

場
合
も
、
追
認
に
よ
る
不
当
利
得
を
認
め
る
の
が
「
イ
ツ
の
通
説
・
阿
例
だ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
て
い
る
。

利
者
は
追
認
し
た
か
ら
第
三
者
に
対
し
て
物
惟
的
請
求
権
を
行
使
で
き
な
い
と
し
た
判
例
で
あ
る

以
上
か
ら
考
え
る
と
、
我
妻
説
で
は
、
ド
イ

y
法
と
同
様
に
、
善
意
の
中
間
占
有
苫
の
処
分
の
追
認
も
川
能
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
c

し
か
し
、
実
際
に
技
妻
説
の
示
す
判
例
は
、
直
按
の
侵
害
苫
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
り
、
巾
閥
占
ム
明
者
に

対
す
る
請
求
の
ケ

l
ス
で
は
な
い
コ
し
か
も
、
先
に
兄
た
ぬ
⑬
の
よ
う
に
動
産
収
引
の
安
全
を
拡
大
す
る
方
向
性
が
、
民
九
二
条
、

四
条
で
物
の
所
有
権
に
関
し
て
占
有
者
取
得
説
を
、
土
張
し
た
我
妻
説
に
白
米
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
我
妻
説
が
普
意
の
中
間
ト
ハ
ム
何
者
の lL 

処
分
の
追
認
を
認
め
て
い
る
と
は
考
、
え
に
く
い
行

(
イ
)
同
様
に
、
松
坂
説
も
無
位
利
者
の
処
分
を
権
利
者
が
追
認
し
無
権
利
者
に
不
中
l
利
得
返
還
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
す
る
。
一辺〕

さ
ら
に
、
そ
の
例
祉
と
し
て
我
妻
説
と
同
様
に
/
必
必
の
判
例
を
あ
げ
て
い
る
υ

か
っ
、
技
妻
の
該
斗
部
分
と
ド
イ
ツ
の
り
干
説
を
あ
げ
て
い
る
つ

(
ウ
)
凶
'
片
4

況
は
、
他
人
の
物
の
処
分
に
よ
る
恒
常
利
刊
の
ポ
例
に
多
く
の
記
述
を
充
て
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

日
が

A
の
権
利
を
冊
一
権

限
で

C
に
処
分
し
た
場
台
、

C
の
権
利
取
得
が
不
確
定
で
、

A
が
C
に
所
有
物
返
還
前
求
を
、
土
張
で
き
る
な
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は

A
は
B
に

芥
倒
的
悩
位
相
当
制
の
償
還
を
請
求
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

A
が
R
の
処
分
行
為
を
迫
U

し
て
所
有
権
を
枚
棄
す
る
な
ら
、
物

の
拝
観
的
仙
値
を
、

B
が
悪
意
・
重
過
失
な
ら
完
却
代
金
自
体
の
引
渡
を
苅
ぶ
で
き
る

(
選
択
的
追
d

L

)

と
き
れ
る
コ
き
ら
に

A
の
B

に
対
す
る
請
求
は
、
黙
が
の
追
{
一
工
の
意
思
表
示
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
判
例
や
近
時
の
学
説
は
、
無
条
件
に
完
却
代
令
全
体
に
対
す
る
不
当

一お」

利
得
~
認
め
る
傾
向
に
あ
り
疑
問
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
c

そ
の
上
で
、
(
一
宅
説
に
賛
成
し
て
)
無
権
利
者
の
処
分
の
有
効
・
岨
効
は
、

北法5D(5-25)2333

権
利
者
が
客
観
的
代
金
相
当
額
を
請
求
す
る
に
は
重
要
で
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
処
分
者
に

E
E
重
過
失
の
な
い
場
合
に

代
金
全
額
の
返
還
を
認
め
る
の
は
P

小
心
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。



"見

以
上
の
凶
一
円
説
を
『
止
，
了
通
り
解
す
れ
ば
、
-
附
右
者
は
中
世
意
の
中
間
ト
川
有
者
の
処
分
を
追
認

(
d
L
)

し
て
客
続
的
な
価
値
賠
償
が
則
能
で
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

四
同
説
が
具
体
例
と
し
て
ボ
し
て
い
る
の
は
、

A
の
物
を
預
か
っ
て
い
た

B
が
都
断
で

C
に
処
分
し
た

ーふ
i師

治宝

(
契
約
は
有
効
)
、

C
は
所
有
権
を
取
符
し
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
以
上
か
ら
は
、

四
宮
説
も
合
め
て
学
説
は
、
直
接
の
侵
害
者

の
無
権
限
処
分
が
無
効
な
場
合
に
、
権
利
者
の
追
訟
に
よ
る
不
巾
利
得
返
還
請
求
を
認
め
て
い
る
に
止
ま
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
先
に
も
凡
た
よ
う
に
、
所
有
権
を
失
わ
な
い
場
合
は
処
分
者
の
所
有
権
自
体
の
侵
害
と
い
う
不
法
行
為
は
成
烹
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

権
利
者
が
ム
日
効
に
追
認
で
き
れ
ば
、
所
有
権
は
失
わ
れ
、
不
当
利
得
の
要
件
は
具
、
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

、

〉

r
7
1リ

し
オ
ト
k

l
パ
」
イ
不

符
法
が
不
法
行
為
の
損
害
の
要
件
を
補
完
し
た
の
と
同
紙
の
結
果
ー
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
c

た
だ
し
、
直
接
の
伝
害
者
に
は
、
多
く
は
故

意
、
少
な
く
と
も
過
失
は
あ
る
じ
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
ボ
吋
利
得
は
、
不
法
行
為
の
い
州
中
い
の
要
件
を
補
完
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
変

ψ
ー
で
あ
ろ
う
。
特
に
動
産
取
引
の
安
全
を
考
慮
す
る
民
一
九
三
条
、

一
九
州
条
の
規
定
、
及
び
、
そ
れ
を
拡
大
す
る
判
例
理
論
を
考
慮
す
る

と
、
善
意
の
巾
同
占
有
者
の
処
分
の
追
認
を
、
以
上
の
り
干
説
が
想
定
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
他
方
で
、
⑪
の
判
例
の
ポ
例
の
よ
う
に
、

巾
問
占
有
者
に
過
失
が
あ
り
、

か
っ
、
原
物
返
還
が
小
能
な
坊
合
は
、
原
物
返
還
を
不
能
と
し
た
最
終
占
有
者
に
対
す
る
不
当
利
何
返
還
請

求
の
可
再
と
は
別
に
、
中
間
山
有
者
に
対
す
る
不
心
利
得
は
ゆ
同
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
c

さ
ら
に
、
学
説
の
方
向
糾
円
か
ら
は
、
原
物
返
還
が
叫

能
な
場
合
で
も
、
故

E
・
過
失
の
あ
る
巾
閥
処
分
者
に
対
し
て
は
、
権
利
者
の
追
認
を
介
し
て
の
不
当
利
得
返
還
請
求
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
-

( 

J三

二
宅
市
は
、
他
人
の
物
の
い
比
一
権
限
処
分
に
関
し
て
、
ポ
務
特
理
の
何
度
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
一
一
宅
説
は
、
事
務
笛
瓜

の
追
訟
に
は
、
事
務
管
理
苫
に
本
人
の
た
め
に
す
る
志
忠
が
必
要
で
あ
り
、
権
利
者
が
他
人
の
し
た
売
却
・
取
立
を
追
認
す
る
場
合
と
は
区

別
す
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
の
卜
で
、
他
人
の
財
貨
に
よ
る
不
当
利
得
と
し
て
、
他
人
の
物
を
処
分
し
た
者
に
対
す
る
権
利
者
か
ら
売
却
代
金

の
請
求
を
構
成
す
る
方
法
を
考
察
す
る
つ
そ
の
際
に
、
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
て
、
初
比
口
湖
な
対
権
限
処
分
の
追
認
に
よ
る
不
ψ

利
得
返
還
請
求

北法;)9(5・26)2:B4



量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

一
宅
説
の
↓
丁
張
で
は
、
第
一
者
が
取
引
の
安
全
の
規
定
(
例
え
ば
、
蓄
玄
取
得
)
に
よ
り
権
利
取
得
す
る
か
存
か

は
、
権
利
者
の
処
分
者
に
対
す
る
収
得
物
返
還
請
求
と
は
柏
市
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
者
が
権
利
取
得
し
た
か
百
か
を
、
権
利
者
は
、
土

張
・
立
証
す
る
必
安
は
な
い
ー
と
さ
れ
る
c

そ
の
上
で
、
わ
が
凶
の
判
例
を
検
討
し
て
、
第
一
者
の
権
利
取
刊
の
有
効
性
を
問
題
に
せ
ず
、

を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、

権
利
者
の
処
分
者
に
対
す
る
不
ρ

利
得
返
還
請
求
を
認
め
て
い
る
と
指
摘
す
る
c

つ
ま
り
、
わ
が
国
の
判
例
は
、
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
無
権

利
者
の
処
分
の
右
効
・
無
効
で
問
題
を
区
別
し
て
い
な
い
。
そ
の
用
白
は
、
物
権
行
為
主
義
を
採
る
ド
イ
ツ
民
法
は
第
三
者
保
護
の
胤
J

疋
を

所
有
権
収
得
の
実
体
的
規
定
と
考
え
る
か
ら
、
無
権
利
者
の
処
分
が
権
利
者
に
対
し
て
有
効
な
場
合
に
始
め
て
権
利
者
の
処
分
者
に
対
す
る

わ
が
民
法
で
は
、
氏
九
凶
条
二
項
、
九
?
ハ
条
一
J

以
は
も
ち
ろ
ん
、

不
当
利
得
返
還
請
求
を
一
認
め
る
。
他
ト
々
で
、

一
九
一
条
で
さ
え
も
、
普
志

の
転
得
者
に
刻
す
る
所
有
物
返
還
請
求
権
を
制
限
す
る
見
定
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
第
一
者
の
権
利
取
得
の
有
効
件
は
、
権
利
者
の
処
分
者
に

対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
の
成
斉
と
は
魁
関
係
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
が
川
の
判
例
が
、
権
利
者
が
権
利
を
喪
失
し
た
こ
と
を
ね
火
と
し
、

結
同
は
第
二
者
か
ら
の
権
利
の
凶
復
の
叫
台
を
間
わ
ず
、
権
利
の
阿
似
訂
求
権
の
放
棄
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
収
得
代
金
返
送
請
求
を
認
め

と
実
際
(
権
利
苫
の
返
還
請
求
の
承
認
)
の
矛
盾
で
あ
る
。
わ
が
民
法
で
は
、
不
当

の
第
三
者
に
対
す
る
請
求
権
の
放
棄
を
含
む
と
解
す
る
必
要
が
あ
る
c

る
の
は
、
観
念
(
権
利
の
喪
失
に
よ
る
損
火
の
発
ヰ
)

利
得
の
要
件
の
「
悩
失
」
(
民
七
つ
一
止
さ

の
中
に
、
権
利
苫
(
損
失
者
)

か
っ
、
そ
の
場
合
は
、
迫
認
の
意
味
は
、
権
利
者
が
第
二
苫
に
対
す
る
所
右
物
返
還
前
求
権
お
よ
び
物
の
滅
失
・
蚊
損
に
よ
る
賠
償
請
求
権

し
て
い
止
権
利
者
の
追
奪
組
保
責
任
(
代
余
全
撤
の
返
還
)
を
免
れ
さ
せ
、
そ

ヘお、

の
か
わ
り
に
無
権
利
者
に
対
し
取
得
代
金
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
従
つ
一
て
、
一
」
L
説
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な

rmJ 

権
利
者
の
請
求
を
事
務
管
理
と
川
町
ぶ
か
不
当
利
得
と
い
う
か
は
一
丙
葉
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
f

(
民
九
一
条
)

を
放
棄
(
無
権
利
者
の
し
た
売
日
を
追
認
)

北法SD(S.2i)233S

以
上
の
二
宅
説
は

而
で
極
め
て
説
得
的
で
論
即
一
城i
し
た
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、

ニ
宅
説
の
主
張
に
文
字
通
り
従
え
ば
、
権
利

者
三
原
)

所
有
者
)

は
善
意
・
無
過
失
の
中
間

h
有
者
に
対
し
て
も
、
追
奪
担
保
青
(
仔
を
免
し
め
、
売
却
代
令
を
請
求
す
る
こ
と
が
叫
能



"見

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
而
で
、
こ
の
よ
う
な
請
求
を
わ
が
同
の
判
例
が
認
め
る
と
は
、
先
に
見
て
き
た
判
例
の
傾
向
か
ら
は

考
え
に
く
い
。
た
だ
し
、
現
に
、
判
例
が

(
原
物
返
送
不
能
の
ケ
l
ス
で
あ
る
が
)
過
失
の
あ
る
巾
間
処
分
者
に
対
す
る
原
所
有
者
の
不
当

ーふ
i師

利
得
返
還
請
求
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
過
失
の
あ
る
中
間
!
日
有
吉
に
刻
す
る
小
中
l
利
得
返
還
請
求
は
可
能
だ
と
解
す
る
余
地
は
あ
る
と
考

え
る
じ
し
た
が
っ
て
、
コ
-
P

古
一
祝
に
倣
っ
て
比
喰
的
な
表
現
を
与
え
る
な
ら
、
「
指
失
」
と
い
う
不
当
利
何
の
要
刊
で
、
不
法
行
為
の
「
摘
宝
円
」

戸
別
)

の
要
件
を
補
完
し
た
占
山
が
、
三
百
説
の
指
摘
す
る
判
例
の
観
念
と
実
際
の
正
泊
に
ψ

た
る
と
考
え
た
い
υ

(
C
)

小
折

先
に
他
人
の
物
の
処
分
に
闘
す
る
判
例
を
検
討
し
た
際
に
、
判
例
の
考
え
ー
と
し
て
二
つ
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
峻
し
た
c

そ
の
こ

一
宅
説
以
外
の
学
説
が
、
蛙
権
利
者
の
処
分
の
追
認
の
事
例
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、
直
接
の

侵
常
者
に
対
す
る
不
当
利
付
返
還
請
求
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
処
分
者
に
は

と
を
明
示
的
に
示
し
て
は
い
な
い
が
、

(
多
く
は
故
意
)
少
な
く
と
も
過

失
が
あ
る
事
例
で
あ
り
、
蓋
門
立
・
無
過
失
の
巾
問
占
有
者
に
対
す
る
不
当
利
符
返
還
苅
求
を
認
め
る
趣

JHで
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
す
る

と
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
意
識
し
て
か
斉
か
は
別
と
し
て
、

小
法
行
為
に
よ
る
招
害
賠
償
請
求
で
問
題
に
な
る
被
害
苫
の
「
損
害
」

の
要
刊

を
、
不
当
利
刊
で
は
無
梓
限
処
分
者
の
「
利
符
」

の
要
件
で
補
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
わ
が
凶
の
学
説
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
υ

な
お
、
竿
苫
口
身
は
、
例
え
ば
、

B
が
A
の
動
廷
を
窃
取
し
て
、

場
台
に
、

D
3
)
D
n
と
転
売
さ
れ
た

D
立
の
処
分
を
迫
一
認
し
て
不
当
利
何
返
還
請
求
権
を
行
使
で
き
る
と
キ
張
し
た
。
そ
の
料
山
は
、
民
一

C
に
売
却
し
、

C
か
ら

D
1
(、

D
2
、

A
は
中
間
処
分
者

C
、

九
四
条
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
じ
は
、

A
が
現
ト
ハ
有
者
(
例
え
ば
、

に
所
有
物
返
還
請
求
す
れ
ば
、

(
D
ー
か
ら
の
)
追
脱
担
保

責
任
の
追
及
に
よ
る
売
以
代
金
の
返
還
義
務
を
免
れ
ず
、
結
局
は

R
に
対
す
る
追
奪
担
保
責
任
に
指
小
さ
れ
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
以
上
の
検
討
、
す
な
わ
ち
、
動
産
の
取
引
安
全
に
関
す
る
わ
が
同
と
ド
イ
ツ
法
の
規
正
(
評
価
)

の
け
埠
い

お
よ
び
、
取
引
の
安

北法;)9(5・28)2:Bfi



全
を
重
畑
町
す
る
判
例
の
ん
向
性
に
鑑
み
て
、
以
上
の
見
解
を
再
検
討
し
た
い
と
本
え
る
(
相
権
限
再
に
よ
る
他
人
の
債
権
の
同
収
と
併
せ
て
、

詳
細
は
後
述
四

を
悲
ヲ
町
、
)
っ

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

2

他
人
の
債
権
の
無
権
限
の
取
1
4

ー
)
他
人
の
債
権
の
回
収
に
関
す
る

(
裁
)
判
例

先
に
児
た
よ
う
に
、
債
権
譲
渡
に
対
抗
安
件
を
要
求
し
な
い
ド
イ
ツ
法
で
は
、
債
務
者
の
出
債
権
者
に
対
す
る
介
治
が
、
非
債
権
者
へ
の

弁
済
の
典
型
例
で
あ
っ
た
c

か
つ
、
川
県
権
利
者
へ
の
債
務
苫
の
弁
済
の
事
例
は
、
し
ば
し
ば
発
牛
し
て
い
る
仁
他

h
で
、
わ
が
川
で
は
債
権

一
議
伐
に
は
債
務
者
へ
の
通
知
・
承
諾
が
対
抗
要
件
と
し
て
要
求
さ
れ
て
お
り
、
債
格
の
帰
属
変
更
に
よ
る
非
債
権
者
へ
の
弁
済
と
い
う
雫
態

は
発
牛
し
に
く
い
と
い
え
る
。
そ
の
ゆ
え
か
、
現
存
ま
で
判
例
で
問
題
と
な
っ
た
ポ
例
は
、
債
権
の
共
同
相
続
の
事
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。

⑬
)
束
古
川
品
判
市
十
円
以
六
年
四
月
一
川

H

(
金
法
一
一
一
九
一
サ
川
一
一
頁
)

(
事
ー
へ
の
概
要
)
被
相
続
人
A
は、

Y
2
信
用
金
庫
に
預
金
債
権
を
有
し
て
い
た
υ

た
だ
し
、
預
金
の
名
義
は
、

X
3
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
。

A
の
死
後
に
、

A
の
娘
Y
3
は、

Y
I
信
用
組
合
、

A 
の

(
韓
国
法
に
よ
り
相
続
権
の
あ
る

xー
な
ど

長
男
の
嫁
X
I
、
孫
X
2
、

の
相
続
人
に
無
断
で
、

Y 

Y
2
に
刻
し
て
は

北法5D(5-29)2337

X
2
が、

Y
2
か
ら
市
余
人
土
徹
の
払
一
民
し
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、

x
l、
X
2
、

Y 

預
金
の
払
戻
し
、

Y
3
に
刻
し
て
は
不
法
行
為
を
理
山
に
弁
済
金
桐
当
額
の
桜
台
賠
償
を
請
求
し
た
c

(
判
決
理
府
)

Y
2
の
Y
3
へ
の
弁
済
は
市
内
有
者
へ
の
弁
消
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
っ
し
た
が
っ
て
、

Y
1
、

X
I
M
T
J
は
Y
I
、
Y 

2
に
対
す
る
預
金
債
権
を
失
う
こ
と
は
な
い
ロ
そ
の
上
で
、

Y
3
に
対
す
る
請
求
に
関
し
で
は
、
「
債
砲
に
つ
い
て
正
当
な
権
利
者
で
な
い



"見

者
が
弁
済
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
弁
消
が
債
権
の
市
内
有
者
に
対
す
る
弁
消
に
ψ
l
た
ら
な
い
限
り
、
債
権
が
消
滅
せ
ず
存
続
す
る
つ
し
か

し
、
こ
の
場
合
で
も
、
正
中
な
権
利
者
が
そ
の
権
利
の
内
容
を
実
現
す
る
に
つ
い
て
、
裁
判
機
関
に
よ
る
判
定
を
製
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、

ーふ
i師

さ
ま
さ
ま
な
障
市
辛
口
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
債
務
者
か
ら
現
支
に
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
常
に
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
な
い
c

そ
の
よ
う
に
債
権
の
実
現
可
能
性
が
低
下
す
る
の
は
、

ひ
と
え
に
正
当
な
権
利
が
な
い
の
に
弁
済
を
受
け
た
弁
済
受
領
苫
の
不
法

行
為
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
預
金
債
権
の
よ
う
な
通
常
の
金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
、

そ
の
債
権
の
帰
属
せ
に
引
い
が
あ
っ
て
債
権
が

不
当
に
弁
済
さ
れ
た
場
合
に
、
帰
属
等
に
争
い
の
あ
る
斗
事
者
間
で
、
当
該
弁
済
に
よ
る
余
銭
的
利
/
耐
の
帰
属
を
是
正
す
る
よ
う
に
問
題
が

解
決
さ
れ
れ
ば
、
弁
済
を
し
た
債
務
者
に
重
ね
て
胤
行
さ
せ
る
実
質
L
L

の
則
自
は
な
く
、
不
当
な
弁
済
を
受
け
た
介
治
受
領
有
が
受
領
歓
を

正
当
な
権
利
苫
に
返
還
す
る
こ
と
よ
り
も
、
弁
済
を
し
た
債
務
者
を
し
て
亘
ね
て
履
行
さ
せ
る
こ
と
を
常
に
慢
先
さ
せ
る
べ
き
川
崎
由
も
な
い
c

不
当
な
弁
済
を
受
け
た
弁
済
受
領
有
が
、

Hψ
ー
な
梓
利
者
の
権
利
、
半
張
に
対
し
、
ま
ず
本
米
の
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
主

張
し
て
自
ら
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
は
、
特
段
の
事
情
で
も
な
い
限
り
、
合
理
性
を
欠
く
。
以
上
の
点
を
総
合
考
慮
す

る
と
、
金
銭
債
権
が
小
中
l
に
弁
済
さ
れ
た
均
台
に
は
、

リ
引
ー
な
権
利
者
は
、
弁
済
が
無
効
と
さ
れ
る
結
果
ー
と
し
て
債
権
が
消
滅
し
な
い
も
の

と
さ
れ
る
と
き
で
も
、
権
利
な
く
し
て
弁
済
を
受
け
た
弁
凶
受
領
者
を
相
手
方
と
し
て
、
不
当
に
弁
済
を
受
け
た
額
に
伺
巾
す
る
損
宵
賠
償

の
請
求
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
債
務
者
に
弁
消
資
力
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に

左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
J

と
内
示
し
て
い
る
υ

ロ

被
相
続
人
に
帰
属
し
て
い
た
預
令
債
権
は
、
相
続
と
同
時
に
桐
続
分
に
山
じ
て
共
同
相
続
人
間
で
分
割
債
権
ー
と
な
る
。
仮
に
、
法
定
相

続
分
と
違
っ
た
遺
一
百
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
預
金
の
払
戻
し
は
、
準
占
有
苫
へ
の
弁
済
と
し
て
有
効
と
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、

X
I
等
に
帰
属
す
る
債
権
の

Y

3
へ
の
弁
済
は
そ
う
で
は
な
い
υ

し
か
し
、
本
判
決
は
、
虹
…
権
限
の

弁
叫
同
受
税
者

(
Y
3
)
に
不
法
行
為
に
よ
る
叫
間
半
口
鼎
償
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

(
l
)

無
権
利
者
に
よ
る
弁
泊
受
訟
に
よ
り
、
債
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権
者
に
は
事
実
卜
の
不
利
益
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
(

H

)

蛙
権
限
弁
消
受
領
に
よ
る
債
務
者
の
弁
済
資
力
の
低
十
の
川
能
件
っ
(
山
)

弁
済
過
桂
の
短
縮
(
債
権
者
↓
債
務
者
、
債
務
者
↓
証
権
限
の
弁
済
受
領
者
と
、
債
権
者
↓
証
権
限
の
弁
済
受
領
者
)
っ
(
日
)
不
当
な
弁
済

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

を
受
け
た
無
権
限
の
弁
済
受
判
明
者
の
責
任
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
、
日
円
す
べ
き
は
、
川
判
決
が
、
債
務
者
の
街
、
ん
の
有
無
に
は
、
債
権
者
の
弁

凶
受
領
者
へ
の
直
接
請
求
は
依
存
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
c

つ
ま
り
、
組
権
限
の
弁
済
受
領
に
よ
り
、
債
権
者
が
現
実
に
不

利
訴
を
受
け
る
の
は
、
債
務
者
が
弁
済
に
よ
っ
て
軒
資
力
と
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
(
又
は
、
そ
の
場
合
に
こ
そ
)
、

債
住
者
の
弁
凶
受
領
有
に
対
す
る
同
一
被
苅
求
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
債
権
者
代
位
惟
(
民
四
三
支
点
)
に
問
題
解
決
を
委
ね
れ
ば
よ
い

と
考
え
る
こ
と
も
吋
能
で
あ
ろ
う
c

し
か
も
、
証
権
利
者
に
弁
済
さ
れ
た
債
権
の
債
権
者
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
他
の
一
般
債
権
者
が
債
務

者
の
非
債
権
苫
へ
の
弁
済
の
事
実
を
知
る
可
能
性
は
通
常
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
債
権
者
代
依
権
の
行
使
に
よ
り
債
権
者
に
は
事
実
上
の

優
先
梓
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
つ
し
か
し
、
以
上
の
可
能
性
を
、
判
決
は
明
確
に
ア
内
定
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
証
権
利

者
へ
の
弁
済
に
よ
り
債
権
が
消
滅
し
な
い
場
合
も
、
債
権
者
の
財
産
に
は
似
中
川
が
発
牛
し
て
い
る
と
、
本
判
決
は
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
ロ

た
だ
し
、
金
融
法
務
事
情
に
は
、
「
本
件
で
は
・
・
・
債
権
が
消
滅
し
な
い
で
存
続
す
る
の
で
、
正
点
な
権
利
苫
に
損
市
辛
口
が
牛
じ
て
い
な
い

と
の
評
仙
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
指
ム
エ
ロ
の
有
証
の
判
断
は
、
微
妙
な
問
題
と
な
る
じ

本
判
決
の
結
八
一
冊
に
は
異
論
は
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
不
法
行
為
に
お
け
る
似
合
と
は
何
か
と
い
う
興
味
傑
い
問
題
を
採
り
上
げ
た
注

U
す
べ
き
判
決
で
あ
る
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
付

さ
れ
て
い
る
つ
ポ
一
ズ
と
し
て
、
本
判
決
が
指
摘
す
る
の
は
、
債
権
の
帰
属
の
似
市
東
川
白
休
で
は
な
く
、
比
権
利
者
に
よ
る
一
万
治
受
領
に
よ
っ
て
、

債
権
者
に
手
元
卜
の
不
利
益
が
及
ぶ
と
い
う
点
に
限
ら
れ
て
い
る
c

北法5D(5-:U)2339

⑬
回
取
判
平
成
一
ー
ハ
作
四
月
二
口
日
(
判
時
八

4
九
口
勺
ぃ
ハ
一
百
九
)

(
ポ
ハ
又
の
概
要
)
被
相
続
人
A
は、

一
通
の
遺
百
を
残
し
て
死
亡
し
た
。
訴
外

B
は
A
の
妻
で
既
に
死
亡
し
て
お
り
、

X
、
Y
、
及
び
、



"見

他
の
二
人
は
、

A
の
子
で
法
定
の
共
川
相
続
人
だ
っ
た
っ
第
一
遺
一
一
μ
は、

Y
に
ん
+
財
産
を
相
続
さ
せ
る
、
第
一
一
法
一
円
は
、

E
に
、
第
三
遺
言

は、

X
に
全
財
産
を
相
続
さ
せ
る
と
い
う
内
科
だ
っ
た
。

Y
名
草
花
の
不
動
産
の
移
転
笠
記
請
求
、
及
び
、

Y
が
払
一民
し

X
は
Y
に
対
し
て
、

ーふ
i師

た
預
金
桐
主
僚
を
不
当
利
何
ー
と
し
て
返
還
請
求
し
た
c

さ
ら
に
、
予
備
的
請
求
ー
と
し
て
、

X
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
不
動
摩
の
持
分
の
移

転
立
記
請
求
、
及
び
、
日
己
の
桐
続
分
の
預
金
債
権
柏
市
領
の
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
し
た
c

原
審
は
、
第
一
遺
ゴ
門
を
無
効
と
し
た

l
で、

(
し
た
が
っ
て
、
第
一
遺
一
言
は
第
二
遺
一
言
で
取
り
泊
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
)
予
備
的
請
求
を
遺
産
分
割
の
請
求
と
し
て
棄
却
し
た
っ

X
上

告。

部
棄
却
、

部
被
索
差
し
戻
し
っ

(
判
決
理
山
)
最
高
裁
は
、
不
動
単
に
関
し
て
は
、
法
定
相
続
分
の
移
転
登
記
を
認
容
す
る
と
と
も
に
、
預
金
債
権
に
つ
い
て
は
、
「
共

同
相
続
人
の
一
人
が
、
相
続
財
崖
中
の
叫
分
債
権
に
つ
き
、
法
律
上
の
権
限
な
く
白
己
の
債
権
と
な
っ
た
分
以
外
の
債
権
を
行
使
し
た
場
合

に
は
、
当
寸
前
権
利
行
使
は
、
当
該
債
格
を
取
得
し
た
他
の
共
同
相
続
人
の
財
産
に
対
す
る
侵
合
と
な
る
か
ら
、
そ
の
侵
合
を
受
け
た
共
同
桐

続
人
は
、
そ
の
侵
害
を
し
た
共
同
相
続
人
に
対
し
て
小
法
行
為
に
慕
っ
く
伺

Z
R附
償
又
は
不
当
利
仰
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

本
判
決
で
も
、
債
権
者
の
弁
凶
受
領
苫
に
対
す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
宵
賠
償
請
求
、
及
び
、
不
当
利
得
返
還
請
求
ま
で
も
認
一
汗
さ
れ
た

が
、
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
判
決
は
、
「
当
該
債
権
を
取
得
し
た
共
同
相
続
人
の
財
産
に
対
す
る
侵
害
と
な
る
」
と
判
一
不
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
不
当
利
付
の
成
育
に
関
し
て
、

よ
り
詐
納
な
理
山
引
け
を
行
っ
た
の
が
、
本
稿
の
何
頭
で
今
小
し
た
次
の
判
例
で
あ
る
υ

自
)回収
判
平
成
一
『
ハ
午

O
月
一
六

H

(
判
時
一
八
八
一
サ
六
回
頁
)

(
事
ー
へ
の
概
要
)

X
Y
は
被
相
続
人
A
の
了
で
相
続
分
各
々
一
一
分
の
一
の
共
同
相
続
人
で
あ
る
。

Y
が
金
融
機
関

(
B
、
C 

の
預
金
の

全
額
の
弁
済
を
受
け
た
の
で
、

X
は
預
令
の
一
闘
い
の
共
同
相
続
分
相
当
額
を

Y
に
対
し
て
不
当
利
付
返
還
請
求
し
た
っ
原
否
(
仙
台
両
裁
秋

北法;)9(5・32)2340



田
l
え
判
干
成
一
石
年
二
一
月
二
四
日
判
タ

は
、
無
権
限
者
へ
の
弁
済
が
準
内
有
者
へ
の
弁
消
に
ψ
l
た
ら
ず
、
債
務

有
一
一
号
一
五
有
百
円
)

者
か
ら
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
に
し
て
も
、
弁
凶
受
領
者
が
責
任
を
免
れ
る
な
ら
、
権
利
者
は
m
占
有
者
へ
の
弁
済
に
当
た
る
か
台
か
を
判
断

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

信 L
t韮た
者上
古ずで

債被
務干ヰ
者を
に j岩
弁択
済せ
をね
請 IJ
求な
しら
、ず

(責牌
務問
者華
カす U 
保
弁 z
I斉照

2Z 
止j め

与の
h 民
不川
仁
当"
利父
恒常

7tf 
還 :JC
ニす 似

同J ム4
求 fえ
同
す-2，15 
工の

以E
J壬 T

52光
¥て

債ら
れ
権る
苫
かの
戸は

拝歪
消口

星空
領よ

ZZ 

対
す
る
請
求
を
認
め
れ
ば
、
問
題
は
挙
に
解
決
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弁
済
二
又
領
背
が
、

H
当
な
権
利
者
か
ら
の
不
ψ

利
得
返
還
請
求

に
対
し
て
、
債
砲
の
ホ
占
有
者
に
対
す
る
弁
凶
で
は
な
い
か
ら
木
来
の
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
、
べ
き
だ
と
し
て
自
ら
の
ふ
只
停
を
免
れ
る

こ
と
は
、
伝
義
則
上
討
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
こ
で
、

L

よ
ー
し
て
、
金
融
機
関
A
、
日
に
は
過
失
が
あ
り
有
効
な
介
凶
ー
と
は
な

Y
は、

ら
な
い
か
ら
、

X
は
預
金
債
権
を
有
し
、
不
巾
I
利
得
の
安
件
で
あ
る
「
損
失
」
が
な
い
と
抗
弁
し
た
c

上
古
棄
却
c

(
判
決
理
府
)
「

(
上
告
人
)

は
、
本
件
金
融
機
関
か
ら
X

(
被
上
位
人
)
相
続
分
の
預
金
に
つ
い
て
白
ら
受
領
権
限
が
あ
る
も

Y 

の
と
し
て
払
戻
し
を
受
け
て
お
き
な
が
ら
、

X
か
ら
提
起
さ
れ
た
本
件
訴
訟
に
お
い
て
、

転
し
て
、
本
件
各
金
品
問
機
関
に
過
失
が
あ
る
と

し
て
、
白
ら
が
受
け
た
卜
記
払
一民
し
が
無
効
で
あ
る
な
ど
と
主
張
す
る
に
主
っ
た
こ
と
、

合
二
仮
に
、

Y
が
、
本
什
符
金
融
機
関
が
し
た

上
記
払
一
民
し
の
民
法
川
ヒ
八
条
の
弁
済
と
し
て
の
有
効
性
を
争
っ
て
、

X
の
本
訴
請
求
の
烹
却
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、

X
は、

小
平
作
各
金
融
機
関
が
上
記
払
戻
し
を
受
け
る
に
当
た
り
世
主
無
過
失
で
あ
っ
た
か
ヴ
か
と
い
う
、
自
ら
が
関
守
し
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て

判
断
し
た
卜
で
訴
訟
上
の
相
手
力
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
何
ら
非
の
な
い

X
が
Y
と
の
関
係
で
こ
の
よ
う

な
訴
訟
上
の
負
却
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
山
は
な
い
な
ど
の
諸
点
に
か
ん
が
み
る
と
、

Y
が
上
記
↓
下
振
を
し
て
被
上
告
人
の
本
訴

北法SD(S.;-s)2341

本 >k
件を
でそF
はう

債と
権は
者、

の信
弁義
治誠
Aえ ζ宮
又プミ

領の
高原
lこ則
対 lご
す反
るし
不て
当司
利さ
得れ
返な、i い
草A
がと
問 Y
垣っ
しべ

昆き
ろで
て争
い lfa
る

原、
審
は

-
)
債
権
者
が
弁
治
が
有
効

か
不
円
か
と
い
う
、
債
務
者
・
弁
泊
受
税
者
の
附
の
法
律
関
係
を
判
断
す
る
困
難
で
あ
る
こ
と
。
(

u

)

そ
の
結
果
、
問
山
有
者
へ
の
弁
泊
に



"見

ψ
ー
た
る
か
山
口
か
の
評
価
が
、
債
権
者
の
弁
済
受
領
者
へ
の
請
求
の
川
里
口
要
因
と
な
り
か
ね
な
い
不
台
理
。
(
山
)
債
権
者
の
直
接
請
求
を
認

め
れ
ば
、
一
万
凶
過
桂
が
知
縞
さ
れ
る
。
(
日
)
弁
済
受
領
者
が
債
権
者
に
対
し
て
、
本
山
木
の
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し

ーふ
i師

て
責
任
を
免
れ
る
の
は
、
信
義
則
上
流
さ
れ
な
い
と
判
が
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、
主
に
、

(

i

)

l

y

)

(

円
)
、
特
に
、
債

務
者
に
は
債
権
者
と
し
て
権
利
王
張
し
、
債
権
者
に
は
旭
権
利
者
と
し
て
返
還
を
作
む
弁
済
受
領
苫
の
行
為
が
、
矛
盾
行
為
で
あ
り
、
信
義

則
に
反
す
る
と
判
示
し
て
い
る
υ

以
上
の
原
審
・
最
高
裁
の
説
小
そ
れ
自
体
は
、
極
め
て
一
説
得
h
A
に
宮
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
債
権

は
消
滅
せ
ず
p
h
刊
紙
し
て
る
か
ら
、
債
権
者
に
「
似
失
」
は
な
い
と
い
う
問
題
に
正
凶
か
ら
答
え
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
以
卜
か
ら
は
、

債
務
者
が
介
治
受
領
有
に
刻
し
て
非
債
弁
済
の
P

小
山
利
得
の
返
還
を
請
求
し
て
い
る
場
合
の
、
債
権
者
の
請
求
ー
と
の
競
合
な
ど
の
問
題
を
除

け
ば
、
債
権
苫
は
弁
済
受
領
者
に
不
吋
利
得
返
還
請
求
で
き
る
と
い
う
の
が
判
例
の
立
場
だ
と
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
c

と
こ
ろ
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
も
な
い
と
い
う
の
が
、
以
下
に
桁
介
す
る
最
高
裁
判
例
の
原
審
の
考
え
方
で
あ
る
。

付
抑
一
最
高
平
成
一
仁
年
ヒ
月
一

日

判

iL 

一
日
九
七
頁
)

(
ポ
突
の
概
要
)
紋
相
続
人
A
は
銀
行
X
に
定
期
預
金
を
有
し
て
い
た
c

A
の
法
定
相
続
人
は
、

A
の
v

則
夫
R
と
の
L
J
C
と
、
係
夫

D
と

の
L
J
Y
1
、
Y
2
で
あ
る
。

A
の
浩
一
並
に
は
本
件
預
金
以
外
に
不
動
産
(
土
地
)

Y
2
の
依
頼
を
受
け
た
河
川
法
世
田
f
r
E
の
問

が
有
在
し
た
。

い
合
わ
せ
に
、

C
が
金
銭
よ
り
l
地
が
欲
し
い
と
百
っ
た
た
め
、

Y

Z
は
預
令
の
全
領
を
払
戻
し
た
-
と
こ
ろ
が
、

C
は
預
金
債
権

Y
I
、

の
三
分
の
一
を
相
続
し
た
ー
と
し
て
、

X
に
均
該
金
徹
ー
と
遅
延
利
息
を
請
求
し
た
c

X
は
じ
に
対
し
て
は
準
!
日
有
高
へ
の
弁
済
、
及
び
、

Y
I
、
Y
2
闘
の

(
C
は
預
金
で
は
な
く
、

l
地
を
取
得
す
る
)
遺
産
分
刑
の
部
の
合
志
を
主
張
し
た

(
甲
事
件
)
c

し
か
し
、
他
七
川
で
、

X
は、

Y
2
が
C
に
帰
属
す
る
預
金
相
当
相
の
帰
任
を
不
当
利
制
作
し
た
と
し
て
、
金
銭
の
返
還
と
預
金
の
払
一灰
し
の
時
山
、
か
ら
の
法

Y
I
、

疋
利
且
の
文
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た

(
乙
雫
件
)
コ
第
審
(
札
幌
地
判
平
成
一
六
年
月
一
八
日
)
は

X
の
過
失
ゆ
え
に
m

北法;)9(5・34)2342
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占
右
者
へ
の
弁
済
(
民
四
七
八
条
)

の
成
社
は
退
け
た
が
、

Y
2
聞
の
合
意
を
認
定
し
て
、
凶
T
事
判
、

乙
事
件
の
い
ず
れ
の
請

C
と
Y
I
、

求
も
棄
却
し
た
。
原
審
(
札
幌
高
判
平
成
一
ハ
年
九
月
一

O
日
)
も

C
と
Y

1
、
Y
2
聞
の
合
意
の
存
杭
は
認
定
せ
ず

C
の
請
求
を
認
作
し

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

:す、

ナ

JVカ

Y
2
に
刻
す
る
請
求
は
、
「
X
が、

Y
1
及
び
Y

2
に
刻
し
て
、
不
山
町
l
利
向
日
返
還
請
求
す
る
場
九
円
に
は
、

X
に
損
失
が

X
の
Y
1
、

生
じ
て
い
る
必
要
が
あ
る

(
民
法
ヒ

O
一
今
条
参
照
)
c

し
か
し
な
が
ら
、

X
は
、
甲
事
件
に
お
い
て

C
の
清
水
を
争
っ
て
お
り
、

C
の
V
A

に

対
す
る
本
訴
前
川
本
が
碓
正
し
、
現
実
に

C
に
弁
済
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、

X
に
坑
実
の
損
失
は
牛
じ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

X
の
Y
1
及
び
Y
Z
に
対
す
る
請
求
は
不
斗
利
得
の
要
件
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
ポ
張
白
川
他
失
中
ー
で
あ
る
と
い
わ
さ
る
を
得
な
い
」
と
し
て

請
求
棄
却
し
た
。

X
が
甲
事
件
、

乙
ポ
件
を
上
告
受
用
申
7
4
し
た
が
、

/
い
事
件
だ
け
が
卜
背
受
理
さ
れ
た
。

部
L
L

土
日
烹
却
c

一
部
破
棄
白

判

(
判
決
理
山
)
「
前
記
事
実
認
定
に
よ
れ
ば
、

Y
I
等
は
、
本
件
預
金
の
う
ち

C
の
法
山
相
続
分
同
相
当
額
の
預
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

戸
又
鈍
す
る
惟
限
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
払
戻
し
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
払
戻
し
が
債
権
の
準
l
u
有
者
に
対
す
る
弁

済
に
中
l
た
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
払
一
民
し
の
う
ち

C
の
法
定
相
続
分
相
当
積
の
預
金
の
払
一
灰
し
は
弁

凶
と
し
て
の
効
力
が
な
く
、

C
は
、
木
件
預
金
債
権
の
う
ち
白
己
の
法
定
相
続
分
に
相
当
す
る
預
金
債
権
を
失
わ
な
い
こ
と
に
な
る
c

し
た

が
っ
て
、

X
は
、
小
平
引
払
一
灰
し
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
件
預
金
の
う
ち

C
の
法
定
相
続
一
分
に
相
当
す
る
金
口
の
損
失
を
被
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
コ
そ
し
て
、
本
件
払
戻
し
に
よ
り
Y
ー
ら
が

C
の
法
定
相
続
分
に
相
巾
ー
す
る
八
古
聞
を
利
得
し
た
こ
と
、

y
ー
ら
の
利
付
に
つ
い

て
は
法
律
L
L

の
原
因
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
c

し
た
が
っ
て
、

y
ー
ら
に
対
L
、
本
件
払
戻
し
を
し
た
時
点
に

北法5D(5-35)2343

X
は、

お
い
て
、
本
件
預
金
の
う
ち

C
の
法
定
相
続
分
に
相
当
す
る
金
只
に
つ
い
て
、

y
ー
ら
に
刻
す
る
不
当
利
得
返
送
請
求
権
を
取
得
し
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、

y
ー
ら
は
、
本
件
払
戻
し
を
受
け
た
時
占
に
お
い
て
は
、
本
件
預
金
の
う
ち

C
の
法
定
相
続
分
相
当



"見

品
問
の
預
金
の
受
鋲
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
に
つ
き
忠
志
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、

乙
事
件
に
係
る
訴
状
の
、
必
淫
を
受
け

た
日
で
あ
る
平
成
石
年
四
月
五
日
か
ら
悪
意
と
な
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
心
で
あ
る
」

ーふ
i師

本
判
決
は
、
債
権
高
の
無
権
限
弁
済
受
領
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
成
否
が
同
按
に
問
題
ー
と
な
っ
た
事
例
で
は
な
い
。
し
か

し
、
木
判
決
の
原
審
は
、
無
権
利
者
Y
1
、
Y
2
に
弁
済
し
た
債
務
者
X
が
損
失
を
受
け
る
の
は
、
本
米
の
債
権
者

C
に
弁
済
し
た
後
で
あ

る
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
思
考
図
式
は
、
債
権
者
の
弁
済
受
領
者
に
対
す
る
K

↓
利
得
返
送
請
求
権
に
は
、

よ
り
一
層
心
ー
で
は
ま
る
υ

ま
り
、
現
実
に
口
己
の
財
産
か
ら
の
出
折
が
あ
っ
て
も
、
債
務
者
は
一
重
弁
泊
し
て
始
め
て
「
絹
失
」
を
受
け
る
と
い
う
な
ら
、
債
砲
を
失

わ
ず
白
己
の
財
広
か
ら
出
析
し
て
い
な
い
債
権
者
に
は
、
ま
す
ま
す
「
損
失
」
は
な
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
c

た
だ
し
、
本
刈
決
は
、

の
担
失
を
ゆ
H
{疋
し
て
、
F

、

Y
1
 
Y
2
に
刻
す
る
不
巾
l
利
得
返
還
請
求
権
を
認
作
し
て
い
る
じ

以
上
の
判
例
か
ら
は
、
判
例
は
債
格
者
の
弁
済
受
領
者
に
対
す
る
直
長
請
求
を
認
め
る
際
に
、
債
権
者
の

「
羽
生
口
」
又
は
「
損
失
」
を
正

面
か
ら
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
却
っ
て
、
無
権
利
者
へ
の
弁
済
が
債
権
の
消
滅
効
を
生
じ
る
か
台
か
を
債
権
者
が
判
断
す
る
困
難
、
弁

済
過
科
の
短
縮
、
及
び
、
無
権
限
の
弁
治
受
領
者
の
矛
盾
行
為
を
月
白
に
、
債
権
者
の
介
済
受
領
苫
に
刻
す
る
不
法
行
為
な
い
し
不
当
利
得

に
よ
る
請
求
を
認
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
c

し
か
し
、
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
の
は
、
不
心
一
な
弁
凶
を
受
け
た
弁
済
受
領
者
に
対
す
る
非
難

で
あ
る
。
か
っ
、
弁
済
受
領
者
へ
の
非
難
が
直
按
請
求
に
つ
な
が
る
の
は
、
他
人
の
権
利
領
域
へ
の
ず
沙
に
対
す
る
、
権
利
者
の
以
動
的
諸

求
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
詐
何
で
あ
る
と
与
え
る
コ

2
)
他
人
の
債
権
の
回
収
に
悶
す
る
学
説

(a)
不
法
行
為
に
関
す
る
学
説

債
権
の
年
権
利
者
に
対
す
る
弁
済
が
、
準
占
有
者
へ
の
弁
済
と
な
る
場
合
が
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
こ
と
に
史
論
は
な
い
っ
他
方
で
、

北法;)9(5・36)2344
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債
権
の
弁
済
効
が
な
い
場
合
が
、

務
者
に
返
還
し
た
場
合
は
、

不
法
行
為
と
な
る
か
を
論
じ
た
学
説
は
存
す
し
な
い
っ
却
っ
て
、
第
一
者
が
債
権
証
書
を
破
棄
し
た
り
債

へ
お
~

そ
れ
だ
け
で
は
債
権
は
消
滅
し
な
い
か
ら
不
法
行
為
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

債
砲
が
消

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

減
し
な
い
坊
合
は
、

小
法
行
為
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

(
先
の
平
成

6
年
東
京
高
判
例
(
⑬
の
金
刊
の
コ
メ
ン
ト
が
指
ー
小
す
る
)

川
宮
川
説
は
、
例
え
ば
、

Y
が
詐
欺
で

X
に
リ
的
物
を

た
だ
し

X
は
A
に
対
す
る
代
金
請
求
権
と
、

Y
に
対
す
る
問
問
主
口
除

償
請
求
権
を
取
得
す
る
c

y
て
の
場
合
に
、
帰
半
口
賠
償
請
求
権
が
脱
落
し
な
い
理
問
は
、
一
つ
の
訂
求
権
を
認
め
て
も
義
務
者
に
断
で
は
な
い
、

権
利
者
に
は
二
重
の
訂
求
権
を
有
す
る
利
点
が
あ
る
、
権
利
者
の
一
重
弁
済
の
恐
れ
は
な
い
と
い
う
理
山
を
あ
げ
て
い
る
c

も
ち
ろ
ん
、

A
に
完
却
さ
せ
、
さ
ら
に
、

Y
自
身
が
転
売
し
て
所
有
権
を
失
わ
せ
た
場
合
は
、

以
卜
は
、
所
有
権
の
喪
失
と
い
う
不
法
行
為
の
成
げ
に
問
題
は
な
い
場
合
で
あ
る
仁
し
た
が
っ
て
、
無
権
利
者
へ
の
弁
済
に
よ
り
債
権
が
消

減
し
な
い
と
き
と
、
同
慌
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
請
求
権
が
併
存
す
る
根
拠
は
、
こ
こ
で
の
問
題
に
も
当
て
は
ま
る
。

つ
ま
り
、
他
人
の
権
利
へ
の
侵
害
者
(
干
渉
者
)

に
対
し
て
、
本
来
の
訂
求
権
以
外
に
、
付
加
的
に
権
利
者
の
反
動
的
請
求
権
を
認
め
て
も

不
都
合
は
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
同
苫
で
共
通
し
て
い
る
と
与
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
c

b
)
不
当
利
符
に
関
す
る
学
説

(
ア
)
先
述
の
ギ
成
六
年
門
前
判
(
最
判
ヤ
成
一
六
年
。
月
一
六
日
判
時
八
八
一
号
六
川
氏
(
⑬
)
)
以
前
に
も
、

比
権
利
者
へ
の

弁
済
が
債
権
の
弁
済
効
を
有
し
な
い
場
合
も
、

債
権
青
は
弁
済
を
追
認
し
て
有
効
な
弁
済
と
し
、
弁
済
受
判
明
者
に
対
し
て
不
当
利
何
返
還
請

(
学
説
に
は
氏
四
七
八
条
に
闘
す
る
も
の
と
、
不
当
利
得
に
闘
す
る
も
の
が
あ
る
が
)
多
く
の
学
説
は
考
え

北法5D(5. ;.m 2345 

して求
ていで
いた日き
るさ1 c る
コかと

つ所
、す

我べ
妻き
説だ
、ル

i畢
井
説
は

明

的

B 
G 
B 
ifJ 

胤
メヒ

八
五
条
)

と
ド
イ
ツ
の
学
説
を
指
示

B
G
B
一
六
一
条
一
一
項
、



"見

た
だ
し
、
債
権
者
が
追
認
し
た
後
の
、
債
務
者
の
弁
済
受
鋲
者
に
対
す
る
非
債
弁
消
の
不
当
利
制
作
返
還
請
求
の
存
続
に
関
し
て
言
及
し
て

い
た
の
は
、
浮
井
説
、
向
へ
川
説
で
あ
る
。
奥
田
説
は
、
氏
四
七
八
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
及
、
ひ
、
債
権
者
の
京
日
記
(
追
認
)

が
あ
っ
た
場

ーふ
i師

ム
円
も
、
債
権
の
消
滅
効
は
不
仲
定
だ
が
、
債
権
者
、
債
務
者
が
同
吋
に
弁
済
受
領
苔
に
請
求
し
た
均
台
は
、
債
権
苫
の
請
求
を
優
先
せ
し
め
、

債
務
者
の
免
責
を
認
め
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
と
、
説
い
て
い
る
じ
さ
ら
に
、
川
伸
弁
説
は
、
債
権
者
の
承
認
(
追
認
)
を
民
四
ヒ
九
条
に
包

高
い
す
る
と
い
う
解
釈
論
を
提
示
し
て
い
る
つ
す
な
わ
ち
、
民
川
七
九
条
は
、
前
権
限
の
弁
消
受
領
に
氏
四
七
八
条
が
適
用
さ
れ
な
い
と
き
で

も
、
弁
済
が
債
住
者
の
利
益
と
な
っ
た
限
度
で
債
権
は
消
滅
す
る
と
い
う
胤
ー
ど
で
あ
る
。
以
上
の
債
権
者
の
利
益
に
は
、
債
権
者
の
示
認
も

合
ま
れ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
以
上
の
学
説
は
、
債
務
苫
の
怖
い
権
利
者
へ
の
弁
済
が
有
効
と
な
る

(
民
川
ヒ
八
条
、

凶
八
口
条
の
適
用
さ
れ
る
)
場
合
と

前
効
の
場
A
A

円
と
を
、
判
然
と
区
別
し
て
一
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
判
例
(
大
判
大
正
七
作
一
一
月
七
日
氏
録
二
回
輯

二
二

O
貝
)

と
は
川
久
な
り
、
圧
倒
的
多
数
の
学
説
は
、
民
川
七
八
条
が
適
用
き
れ
う
る
場
合
で
も
、
債
砲
の
弁
済
効
は
僻
{
疋
せ
ず
、
債
務

者
に
は
債
権
苫
に
刻
し
て
民
川
仁
八
条
を
抗
弁
す
る
か
、
弁
済
受
領
者
に
非
債
務
弁
凶
の
不
当
利
何
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
か
の
選
択
権

が
あ
る
と
解
し
て
い
る
仁
し
た
が
っ
て
、
弁
済
受
領
者
に
対
す
る
債
権
苫
の
請
求
と
債
務
者
の
請
求
は
、
民
川
七
八
条
の
泊
川
さ
れ
る
場

ム
門
に
も
説
台
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
民
四
七
八
条
に
関
す
る
学
説
に
は
、
債
住
者
と
債
務
者
の
優
劣
を
論
じ
る
も
の
は
あ
っ
た
が
、
不
当
利
得
に
関
す
る
品
川

一M
m
J

ど
の
学
況
は
こ
の
点
に
一
門
及
し
て
い
な
か
っ
た
。

(
イ
)
も
っ
と
も
、
債
務
者
と
債
権
苫
の
競
合
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
始
め
た
の
は
、
胃
頭
の
平
成
六
年
最
刊
(
又
は
、
そ
れ
に
先
行

す
る
最
判
平
成
六
年
川
月
二

O
H判
時
一
八
有
九
ロ
ヶ
ー
ハ
頁
(
別
記

(
1
)
③
)
)

そ
れ
ら
の
学
説
は
、
平
成
一
六
年
最
判
の
説
く
「
信
義
則
」
を
重
視
す
る
も
の
と
、
債
権
者
の
追
認
が
あ
っ
た
と

の
結
論
を
前
提
と
し
て
、
学
説
が
議
論
を
始
め
て
か

ら
で
あ
ろ
う
っ
さ
ら
に
、

北法;)9(5・38)2346



考
え
る
も
の
に
分
か
れ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
学
説
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

学
説
で
、
自
分
が
債
権
者
と
し
て
一
万
治
受
領
し
た
弁
済
受
税
者
が
、
債
住
者
に
は
損
失
が
な
い
と
抗
弁
す
る
こ
と
が
信
義
則
に
以
す
る
と

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干'I併は 'iO 

い
う
最
高
裁
の
4

市
示
を
主
伺
す
る
も
の
の
狙
い
は
、
当
事
者
の
請
求
の
方
向
性
に
よ
っ
て
、
権
利
関
係
を
碓
之
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
潮
見
説
は
、
債
務
者
の
弁
凶
受
領
苫
へ
の
請
求
に
対
し
て
、
弁
済
受
領
者
が
氏
四
七
八
条
に
よ
る
免
責
を
、
土
張
し
て
、
請
求
を
恒
む
の

は
伝
義
則
透
以
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
、
債
務
者
が
弁
済
受
領
者
に
返
還
前
求
し
な
が
ら
、
債
権
者
に
対
し
て
民
刊
七
八
条
の
免
責
を
五
張
す

る
こ
と
も
伝
義
則
に
反
す
る
と
し
て
い
る
υ

中
舎
説
も
、
債
権
者
が
弁
済
受
領
者
に
対
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
を
す
る
な
ら
、
信
義
則

か
ら
氏
四
ヒ
八
条
の
抗
弁
を
放
棄
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ー
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
師
附
し
て
も
、
債
務
者
ー
と
債
権
者
が

灯
、
は
り
証
権
限
弁
済
の

同
時
に
弁
済
受
領
者
に
請
求
し
た
場
ム
門
は
、
権
利
関
係
を
時
定
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
c

し
た
が
っ
て
、

帰
属
関
係
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
関
し
て
は
、
債
権
者
の
追
認
を
説
く
奥
田
説
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
債
権
者
と
債
務
者
の
同
時
の
請
求
で
債
権
者
を
優
先
さ
せ

f直て
権い
者た
σ) 

承債
認権
(者
ifl の
認JJ<
)認

よ追
っ認
で)

弁が
il'r f責
却1) fJj 
はの
碓弁
ど済
f 効
るを
と発
L 生
てさ
いせ
る巳Jる

(
民
四
七
九
条
)
と
孔
く
淳
升
説
も
川
桜
で
あ
ろ
う
c

内
川
市
も

他
ん
で
、
幾
つ
か
の
学
説
で
は
、
債
権
者
は
弁
済
を
追
認
し
て
も
、
債
務
者
に
対
す
る
請
求
梓
を
火
わ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典

(
誠
)
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
川
説
で
は
、
債
権
者
の
追
認
の
後
、
債
務
者
と
弁
泊
受
領
有
と
は
小
山
ハ
正
連
帯
債
務
の

関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
債
務
者
へ
の
請
求
権
は
存
続
す
る
と
説
く
も
の
で
も
、
結
果
的
に
同
様
で
あ
ろ
う
。
弁
済
受
領
者
に
よ
る
給
付

r

日一

と
同
時
版
行
で
の
債
権
苫
の
追
認
の
可
能
性
を
支
持
す
る
も
の
も
、
意
識
的
に
弁
済
効
の
確
定
を
川
遊
し
て
い
る
と
い
え
る
f

さ
ら
に
等

型
が

I11 
田

北法5D(5-39)2347

井
説
は
、
債
権
者
の
請
求
に
対
し
て
債
務
者
が
債
棒
高
に
は
照
失
が
な
い
と
い
う
抗
弁
を
信
義
則
上
主
張
で
き
な
い
か
ら
、
債
権
者
は
似
失

を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
守
井
説
で
も
、
結
論
的
に
は
債
権
者
の
債
務
者
へ
の
請
求
は
り
能
と



"見

考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
ウ
)
ド
イ
ツ
法
と
対
比
し
た
、
以
上
の
わ
が
凶
の
学
説
の
議
論
の
特
徴
は
、
以
権
利
者
に
対
す
る
債
務
者
の
弁
治
(
給
付
)

の
債
権
者

ーふ
i師

へ
の
帰
属
性
を
疑
問
視
し
な
い
こ
l

乙
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
普
通
法
の
吋
代
か
ら
、
債
務
者
が
畳
権
限
者
に
弁
済
し
た
債
務

と
、
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
債
権
と
の
同
性
は
な
い
と
し
て

債
権
者
の
追
認
可
能
性
を
再
定
す
る
学
説
が
あ
っ
た

(
N
E
E
2
E
E口

Z
o
E
S
~
)
。
最
近
の
有
力
説
で
あ
る
口
ト

(
問
。
戸
E
)

の
見
解
も
、
債
務
者
の
弁
済
の
意
思
決
定
の
変
更
の
一
川
能
件
と
い
う

側
凶
か
ら
、
債
住
者
の
追
認
は
不
可
能
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
弁
凶
受
領
苫
に
返
送
請
求
す
る
か
、
債
権
者
に
対
し
て
債
砲
の
消

減
を
↓
下
援
す
る
か
と
い
う
債
務
者
の
還
択
権
の
保
護
ー
と
い
う
矧
円
4

は
、
わ
が
国
の
学
説
で
は
具
、
体
的
に
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、
債
権
者
の
債
務
者
の
一
般
債
権
者
と
の
競
合
、
及
び
、
債
務
者
の
債
権
者
に
対
す
る
反
対
債
権
で
の
相
殺
の
利
益
は
、
必
ず
し
も
日
円

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
υ

さ
ら
に
、
ド
イ
ソ
法
の
影
響
「
に
、
債
権
者
の
追
認
を
指
示
す
る
学
説
以
外
は
、
債
権
者
の
「
回
目
い
音
」
、
「
損

失
」
の
存
台
に
関
し
て
、
必
ず
し
も

l
分
に
考
え
て
い
た
の
か
は
疑
問
慣
す
る
余
地
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
ロ

(
工
)
そ
れ
で
は
、
以
上
を
ど
う
与
え
る
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
ー
と
わ
が
国
の
学
説
の
相
通
の
根
拠
に
は
、
両
者
の
不
法
行
為
と
債
権
設

渡
の
制
度
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
c

と
い
う
の
は
、
証
権
利
者
へ
の
弁
凶
に
よ
り
債
権
が
川
削
減
す
る
場
合
で
も
、
債
権
者
は
弁

よ
河
受
領
者
に
対
し
て
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
鼎
償
請
求
を
認
め
な
い
の
が
、
ド
イ
ツ
の
通
一
説
の
リ
場
で
あ
る
。
そ
の
理
山
は
、
不
法
行
為
の

般
久
市
頃
で
あ
る

B
G
B
八
二
一
条
頃
の
保
設
す
る
絶
対
住
(
及
び
、

え
に

と
は
異
な
り
、
債
権
は
そ
の
相
対
的
な
性
質
ゆ

一
般
的
に
他
人
の
法
律
関
係
に
介
入
し
な
い
と
い
う
義
務
を
示
認
す
れ
ば
、
行
為
の
白
由
が
不
中
に
制
限
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
c

一
般
的
に
不
法
行
為
制
度
に
よ
っ
て
債
権
を
保
護
す
る
と
い
う
考
、
λ
方
は
存
在
し
な
い
じ
た
だ
し
、
実
際
に
そ
こ
で
議
論
の

そ
の
他
の
権
利
)

し
た
が
っ
て

焦
占
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
他
人
の
債
権
の
無
権
限
の
回
収
に
よ
り
債
権
の
弁
消
効
が
発
生
す
る
場
合
、

つ
ま
り
、
債
格
の
帰
属
侵
合

(〈

2
-
Z
N
E
Z
H
(
-
2
7》
E
Z
E
Z
H
E
E
Eロ
巳
石

P】
斤

)

の
ケ

l
ス
で
あ
る
υ

し
か
し
、

そ
の
場
合
に
は
、
位
以
口
者
に
い
以
意
・
過
失
の
な
い
場
合

北法;)9(5・40)2348 



に
も
、
債
権
者
の
弁
済
受
領
者
に
対
す
る
請
求
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
法
行
為
で
は
不

l
分
で
あ
り
、
か
つ
一
、
そ
の
際

に
は
不
当
利
付
返
還
請
求
が
用
蛍
き
れ
て
い
る
か
ら
、
不
法
行
為
に
よ
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
不
叶
欠
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
っ
、

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

そ
の
際
に
ド
イ
ツ
法
で
想
定
き
れ
て
い
る
債
権
の
消
滅
効
を
伴
う
典
型
的
な
雫
例
は
、
債
権
の
二
重
一
点
波
で
劣
後
す
る
一
議
受
人
(
新
債
権
者
)

が
債
務
者
か
ら
弁
済
受
領
し
た

(
R
G
B
凶

O
七
条
の
適
用
さ
れ
る
)

ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
ι

そ
の
場
ム
門
に
は
、
確
か
に
、

般
的
に
は
一
議
受

人

(
弁
済
受
領
者
)

の
過
失
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

他

h
で
、
わ
が
国
で
は
債
抱
一
議
波
で
債
務
者
に
対
す
る
通
釦
(
又
は
、

債
務
者
の
承
諾
)
が
な
い
場
合
は
、

そ
も
そ
も
債
務
者
に
対
し
て

にも
んl債
し権
ての
{責保
務属
者を
が王
弁張
併す
すゐ
るこ

E と
¥，.， il' 
でつ
甫主
一」

危な
Eし;
7f員
正暫
く「也
し、pへ
cσ〕
生対
'，p わL
I 安

息?ーす
抗首

告漏
什さ
vごめ

室長
す石

毛 l土叫、

支第
へ者
の汁

弁抗
1斤史
が件
めで
つ劣
た{を
i品す
合る
は tft
コ乙
ィ、人

法
打
為
不
当
利
得
の
問
題
は
発
生
し
な
い
υ

そ
う
す
る
と
、

わ
が
川
で
の
相
権
利
者
へ
の
弁
済
が
魁
効
な
ケ
ー
ス
は
、
通
常
は
弁
済
受
領

者
の
故
意
・
過
失
が
前
提
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
わ
が
同
の
不
法
行
為
の
一
般
条
項
で
あ
る
民
七

O
九
条
で
は
、
「
権
利
」
及
び

(
古
く
か

ら
「
権
利
N
H
山
古
か
ら
進
法
性
へ
」
ー
と
い
う
ん
向
性
の
下
で
)
「
法
律
上
保
設
さ
れ
る
利
益
」
が
サ
ン
ク
シ
ヨ
ン
の
対
象
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
初
期
の
大
審
院
の
判
例
も
、
他
人
の
物
の
処
分
の
ケ

l
ス
で
、
直
按
の
侵
害
苫
に
故
志
過
火
が
あ
れ
ば
、
第
三
者
の
権
利
取
符
の

有
佳
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
法
行
為
の
成
烹
を
認
め
て
い
た
(
予
測
一
)
。
さ
ら
に
、
不
当
利
得
に
関
す
る
学
説
は
、
所
有
権
の
侵
合
の
ケ

l
ス
で
、

例
外
な
く
故
窓
・
過
失
の
あ
る
で
あ
ろ
う
直
接
の
似
究
者
の
処
分
を
追
認
し
て
、
所
有
者
は
侵
当
者
に
対
し
て
不
斗
利
得
返
還
請
求
で
き
る

と
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
法
行
為
の
恒
常
の
発
生
を
補
完
す
る
機
能
を
、
所
有
者
の
追
認
が
果
た
す
と
解
し
て
い
る
c

反
刻
に
、
菩
意
・

北法5D(5-41)2349

無
過
失
の
中
間
l
H
有
者
の
処
分
を
追
訟
し
て
、
所
有
者
が
不
当
利
得
返
還
請
求
す
る
こ
と
を
、
学
説
が
般
的
に
承
認
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
他
人
の
所
有
物
を
処
分
し
た
直
長
の
侵
合
者
に
対
す
る
所
有
者
の
不
ψ
l
利
得
返
還
請
求
で
は
、
判
例
も
第
三
者
に
対
す
る
処
分
の
有

効
件
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
も
参
照
に
悼
す
る
と
い
以
わ
れ
る

(
②
③
(
⑨
)
時
一
)
コ

つ
ま
り
、
わ
が
国
の
判
例
・
学
説
で
は
、
本
休
は
侵



"見

パ
止
口
者
に
故
意
・
過
失
が
あ
る
旧
制
ム
門
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
は
、

小
法
行
為
で
あ
り
、
不
ψ
l
利
得
は
そ
の
補
完
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と

ーふ
i師

し
た
高

対
ーす
る
叶
/ 

ク
ン
ョィ、
ン法
を行
認為
めに
るよ
こる
少保
白 目安
休 i't;
lこ五k
lま lこ
抵闘
がL す
)点る

ほ 寛
な子f
し、 c
が
先付

に型
】」

五れ
でT7 t"L 

J& 
LJ故
京意

喜主
再t
吾t
、{也

及人
びの
、債

平権
)占を
- l>'1 
川 JI正

い
え
る
っ
そ
れ
に
加
え
て
、

年
最
判
(
⑬
)

が
、
損
害
の
存
ず
に
ゴ
門
及
せ
ず
、
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
た
こ
と
は
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
と
計
何
す
る
こ
と
も
叫
能
で
あ

ろ
う
。
以
卜
か
ら
は
、

N
H
害
者
の
此
官
官
・
過
失
の
存
在
を
前
提
に
、
不
法
行
為
の
要
件
で
あ
る
損
害
の
発
生
を
一
応
は
度
外
視
し
て
、
債
権

自
体
は
債
権
者
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
は
な
い
か
ら
、
他
人
の
惟
利
領
域
へ
の
下
渉
に
対
す
る
サ
ン
ケ
シ
ョ
ン
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
他
人
の
物
の
処
分
の
み
な
ら
ず
、

債
権
の
回
収
の
ポ
例
だ
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
弁
済
受
領
者
の
行
為
態
様
が
H
而
に
現
れ
、
債
務
苫
の
弁
済
の
帰
属
は
背
後
に
総
込
す
る
こ
と
と
な
る
c

も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
で
も
、
似
合
の
要
件
を
厳
格
に
論
ず
る
な
ら
、
不
法
行
為
の
成
立
は
ア
内
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
不
法
行
為
を
存
{
疋

し
た
大
審
院
の
判
例
(
ゆ
必
)
を
一
合
間
山
)υ

他
ん
で
、
侵
害
者
の
利
得
に
注

U
す
れ
ば
、
似
害
者
が
売
却
代
金
、
又
は
、
債
務
者
の
弁
済
を
「
利

符
」
し
て
い
る
こ
と
は
同
通
い
が
な
い
。
残
っ
た
問
題
は
、
所
有
吉
、
又
は
、
債
権
苫
の
鉛
失
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
他
人
の
物
の
処
分
に
関

す
る
判
例
は
、
他
人
の
物
の
処
分
に
よ
る
処
分
者
の
利
得
を
問
題
に
す
る
c

他
人
の
債
権
の
同
収
で
は
、
債
権
者
の
矛
盾
行
為
の
信
義
則
退

の
要
件
は
H
ハ
備
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
も
、
他
人
の
物
の
処
分
と
は
異
な
り
、
他
人
の
債
権
の
川
収

背
が
問
題
に
さ
れ
、
「
損
火
」

で
は
、
客
観
的
悩
値
と
売
却
何
格
と
の
活
雌
、

以
卜
か
ら
は
、
他
人
の
債
権
の
川
収
で
は
、
加
害
苔
(
侵
害
者
)

つ
ま
り

(
物
の
客
観
的
何
他
リ
似
失
と
し
て
も
)
損
失
と
利
得
の
祖
師
も
存
在
し
な
い
。

の
此
意
・
過
失
を
前
処
と
し
て
、
不
法
行
為
の
史
件
で
あ
る
「
損
害
」
を
、

不
当
利
得
の
利
得
と
損
失
で
補
っ
た
の
が
判
例
の
行
き

h
だ
と
評
仙
す
る
こ
と
も
汗
さ
れ
る
と
与
え
る
じ
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、

わ
が
凶
の
判
例
・
学
説
は
、
他
人
の
梓
利
領
域
へ
の
干
渉
に
対
す
る
権
利
者
の
反
動
的
請
求
を
承
認
し
た
こ
と
は
閥
追
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
似
害
者
の
い
県
倉
・
過
失
を
前
提
と
し
た
、
訟
想
事
務
け
誌
の
雲
仙
に
他
宇
り
な
い
と
考
え
る
。
以
上
の
検
討
を
前
提
に
、
最
徐
に
、

北法;)9(5・42)23:J() 



ド
イ
ツ
法
と
の
対
比
で
、
わ
が
国
の
解
釈
人
耐
の
あ
り
方
、
及
び
、
侵
害
利
得
に
よ
る
財
皆
、
保
護
の
サ
、
〆
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

(
4
)
前
掲
一
件
(
灯
)
二
宅
一
八
八
頁
ο

(
5
)
鼎
梓
以
処
分
の
追
認
が
問
題
に
な
っ
た
的
は
、
以
下
的
よ
う
な
裁
判
例
で
あ
る
。

(
i
l
l
-八
阪
市
判
昭
和
三
七
年
四
月
一
一
一
一
口
(
判
別
三
口
一
号
一
七
頁
)
(
事
実
の
概
要
)
父
親
A
が
子
X
の
た
め
に
購
人
L
X
名
義
で

盆
記
し
た
土
地
を
、

A
が
自
己
の

1
地
と
し
て

Y
に
え
却
し
た
、
た
だ
し
、

X
に
よ
る

A
の
処
分
の
追
認
が
認
定
さ
れ
た
。
(
判
決
理
市
川
)
「
そ

も
そ
も
知
県
権
代
岬
行
為
の
追
認
と
他
人
的
権
利
を
山
己
の
名
に
お
い
て
処
分
し
た
行
為
の
追
認
と
は
、
本
質
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
取
引
の
円
滑
を
期
す
る
実
際
上
の
要
品
か
ら
一
ぶ
っ
て
も
、
追
認
を
単
に
代
閣
内
行
為
の
場
合
の
み
に
吋
限
す
る
の
は
偏
狭
に
失

L
、
他
人
の

梓
利
を
山
己
の
そ
れ
と
し
て

U
「
」
的
名
に
お
い
て
処
分
し
た
場
合
に
ま
で
鉱
張
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
(
削
記
の
一
昭
和
口
年
大
審
院
判

決
)
、
臨
権
代
理
に
関
す
る
民
法
の
規
定
は
本
件
の
よ
う
な
非
権
利
告
の
処
分
行
為
の
追
認
に
も
類
群
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る」
(ワ伸一

2

東
京
地
判
昭
和
四
四
年
四
月
一
同
日
(
刊
時
有
六
七
号
凹

O
良
)
(
事
実
の
日
同
盟
)
自
」
J
A
が
印
鑑
な
ど
を
盗
用
〕
て
、
父
親
X

I
川

h
の
土
地
と
祈
母
X
2
所
有
の
疋
物
を
向
己
名
義
に
川
有
権
移
転
登
記
を
了

L
、
債
権
針
且
の
た
め
に
恨
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
父
親
は

抵
当
権
の
抹
消
を

C
弁
護
士
に
依
頼
し
た
が
、
品
開
売
手
続
が
開
始
き
れ
て
い
た
た
め
、

C
弁
志
士
は
緊
急
性
村
間
と
し
て
債
権
者
E
か
ら
債
権
譲

浪
を
受
け
、
根
択
当
悼
恨
の
常
日
記
な
と
の
移
転
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
。
他
方
で
、
税
務
署
Y
は、

A
に
対
す
る
山
納
処
分
と
し
て
、
ー
地
建
物

を
差
し
押
さ
え
た
。

x
l、
X
2
は、

争点
押
の
取
消
を
求
め
た
が
、

Y
は
債
権
活
波
と
根
抵
当
住
設
f

疋
法
記
の
移
転
が

A
の
保
持
限
処
分
の
追

認
に
当
た
る
と
ヱ
張

ν

た
マ
(
判
決
理
州
)
「
あ
る
物
件
に
つ
き
、
な
ん
ら
権
利
を
有
し
な
い
前
が
、
こ
れ
を
j

円
己
的
権
利
に
同
す
る
も
の
と
し

て
処
分
し
た
場
合
に
お
い
て
、
真
実
の
権
利

(
7
7
)

が
後
日
こ
れ
を
追
認
し
た
と
き
は
、
齢
、
佐
代
舟
人
の
わ
為
の
追
認
に
関
す
る
い
民
法
一

六
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
処
分
の
時
に
遡
っ
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
併
す
る
を
相
当
と
し
(
前
品
必
昭
和
一
八
年
段
付
裁
判
決
)
、
本
作

に
お
い
て
、

C
弁
護
ム
ー
が
原
川
門

(X)
を
代
珂
し
て
し
た
前
記
行
為
は
、

A
の
し
た

E
に
対
す
る
根
抵
当
権
の
設
定
行
為
を
追
認
し
た
も
の
と

北法5D(5-43)2351
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i師

解
さ
れ
る
か
ら
、
右
根
抵
当
権
設
定
契
約
等
は
、

A
が
こ
れ
を
し
た
時
点
に
遡
っ
て
、

X
に
つ
い
て
効
力
を
有
す
る
と
併
す
べ
き
で
あ
る
つ

し
か
し
な
が
ら
、
追
認
の
効
果
は
右
の
限
肢
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
亡
、
こ
れ
か
た
め
、
本
来
X
の
所
有
に
か
か
る
本
件
土
地
が
ー
の
所

有
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
併
す
べ
き
で
あ
る
〔
け
だ
し
、
右
出
認
の
立
思
表
不
は
、

X
か
ら

A
へ
の
譲
渡
を
も
追
認
す
る
意
思
は
含
ん
で
い

な
い
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
か
ら
で
あ
る
υ

た
し
か
に
、
右
追
認
の
法
閣
内
が
、
相
…
権
利
者
が
他
人
の
権
利
を
自
己
の
権
利
と
し
て
処
分

し
た
行
為
を
有
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
相
権
利
者
の
処
分
の
前
虻
で
あ
る
」
自
己
の
も
の
と
し
た
』
わ
為
す
な
わ
ち
相
権
利
者
へ

の
移
転
を
も
布
効
と
す
る
の
が
一
直
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
比
惜
利
を
自
己
の
も
の
と
す
る
行
為
と
こ
れ
を
処
分
す
る
ノ
什
為
と
は
理

論
上
別
何
独
す
の
も
の
で
あ
り
、
本
件
の
抵
当
梓
設
定
の
よ
う
な
場
什
に
は
、
前
者
と
切
り
献
し
て
後
者
の
み
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
珂
論
上

な
ん
ら
さ
し
っ
か
え
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
右
追
認
の
法
坦
は
あ
く
ま
で
権
利
者
の
正
恩
に
従
い
、
権
利
朽
の
追
認
し
た
当
時

処
分
行
為
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
既
刊
に
遡
ら
せ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
こ
の
こ
と
は
、
右
法
規
が
祉
権
代
到
の
追

認
に
閲
す
る
法
問
を
、
代
理
の
形
式
は
と
ら
な
く
と
も
実
質
卜
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
場
合
に
類
推
μ

て
適
刷

L
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
肯
認
で
き
る
の
で
あ
る
京
協
お
、
こ
の
場
合
、
権
利
者
た
る

X
は
、
依
伏
と
し
て
本
刊
土
地
の
所
有
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

A
に
対
し
て
そ
の
奇
芯
包
五
の
同
'
偲
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

B
の
根
抵
当
権
が
有
効
に
存
存
す
る
た
め
、
抹
消
登
記

T
続
を
請
求
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
抹
消
に
か
わ
る
移
転
転
手
山
手
続
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
)
J

一
川
町
日
札
幌
地
判
昭
和
凶
七
年
一
一
月
一
九
日
(
判
同
七

C
C号
一
一
一
一
頁
」
戸
事
実
の
概
要
)
X会
社
が

Y
に
対
し
て
、

Y
の
委
託
に

よ
る
小
斗
の
買
付
に
よ
る
差
似
金
と
委
託
「
数
料
を
請
求
し
、
か
つ
、
予
備
的
に
、
仮
に
以
上
の
買
付
が

X
の
什
員
A
の
手
振
り
わ
為
で
も
、

Y
は
A
の
背
任
に
荷
利
し
た
と
し
て
出
害
賠
償
を
請
求
し
た
の
(
判
決
理
山
)
「
一
般
取
引
に
つ
い
て
名
誌
を
市
用
さ
れ
た
本
人
が
そ
の
事
実
を

川
り
な
が
ら
そ
の
取
引
わ
為
を
迫
認
す
る
骨
の
舟
山
忠
去
示
を
し
た
と
き
は
、
相
手
方
お
よ
び
第
三
占
の
信
頼
を
さ
す
る
こ
と
が
な
い
限
り
、
そ

の
取
引
は
当
初
か
ら
本
人
に
つ
い
て
有
効
で
あ
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
内
t

に
つ
き
わ
が
民
法
上
に
明
!
え
は
な
い
も
の

の
、
処
効
な
行
為
に
つ
い
て
訓
遡
及
的
追
認
を
認
め
る
民
法
一
九
条
但
杏
お
よ
び
世
栓
代
町
に
つ
い
て
第
三
者
の
権
利
を
古
し
な
い
範
阿
で

の
遡
及
的
追
認
を
認
め
る
阿
法
一
一
ム
ハ
条
の
況
定
を
類
推
す
れ
ば
、
般
に
無
効
な
ノ
汀
九
に
つ
い
て
も
治
一
者
の
権
利
を
詳
し
な
い
限
度
で
遡

及
的
追
認
を
認
む
べ
く
、
こ
の
抑
は
本
人
自
ら
照
効
な
行
為
を
し
た
川
崎
合
に
限
ら
ず
、
第
三
省
が
本
人
名
誌
を
日
用
し
て
相
手
ん
と
取
引
を
し
、

相
手
ん
が
本
人
と
の
川
に
取
引
が
成
i

止
し
た
と
信
じ
て
い
る
場
合
に
本
人
が
こ
れ
ら
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
取
引
わ
為
を
羊
認
す
る
場
合
に
も

拡
張
し
て
適
用
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
υ
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量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

よ
っ
て
Y
が
本
件
連
主
の
委
託
を
ポ
内
問
的
に
明
不
黙
一
不
に
直
ぷ
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
、

X
が
一
存
外
A
の
Y
名
義
に
よ
る
本
件

T
張
り
行
為
の
存
在
を
知
り
か
っ

X
か
ら
本
件
建
玉
の
頁
付
報
パ
門
古
の
送
刊
を
そ
け
な
が
ら
X
に
対
し
委
託
の
否
忍
を
申
し
山
川
る
な
ど
の
処
置

を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
前
認
定
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
右
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
し
て
は
吾
託
を
開
示
に
追
認
し
た
も
の
と
い
う
に
十
分
で

は
な
く
、
・
・
」

(
6
)
民
一
六
条
の
類
推
と
し
て
、
他
人
物
売
買
の
追
認
川
能
性
を
引
く
も
の
は
、
古
川
凶
様

『民
法
総
則
'
(
悠
々
社
・
一
九
九
一
仇
l
)

川
五
一
頁
、

内
回
世
只
h

民
法
I
(第
問
版
)
-
(
東
大
出
版
・

1
0
0
八
年
)
一
九
凶
員
、
河
L

L

F

一

『民
法
総
川
講
義
-
(
日
中
許
・
一

C
C
七
年
)
凶
一
一

同
以

l
、
阿
五
七
頁
以
下
な
と

(
7
)
授
権
概
念
を
前
提
に
、
熱
権
利
告
の
処
分
の
追
認
(
迫
完
)
を
説
く
の
が
、
於
保
不
一
雄
E

財
産
省
坦
論
序
説
-
(
有
伝
堂
九
合
川
年
)
、

凶
古
川
和

L
a民
法
総
則
(
第
三
版
)
』
(
弘
文
堂
・
一
九
八
一
年
)
一
一
ハ
頁
以
下
、
辻
正
美

『民
法
総
則
』
(
成
文
堂
・
一
九
九
九
年
)
今
二

一
頁
、
川
川
健

a
民
法
概
品
1
民
法
総
則
(
第
一
版
)
』
(
有
斐
問
・
一

0
0
0年
)
ア
計
五
員
、
一
一
口
一
良
、
山
本
敬
一

固い
民
法
講
義
I
(第

一
版
)
』
(
有
斐
閑
・
一

c
c
i年
)
一
一
心
人
頁
。

(υ

の
)
以
の
迫
認
(
迫
完
)
と
同
日
権
概
念
に
関
し
て
は
、
特
に
、
伊
政
進

『授
権
地
元
・
表
見
代
珂
埋
論
(
私
法
研
究
第
巻
亡
(
成
主
堂

一
九
八
九
年
)
を
参
閉
じ
た
だ
し
、
後
述
す
る
政
安
説
、
松
坂
品
は
、
所
有
者
の
迫
認
に
よ
り
照
権
限
処
分
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求

が
可
能
と
な
る
と
い
う
コ
/
テ
ク
ス
ト
で
、
以
ー
の
判
例
を
引
肘
し
て
い
る
(
後
述
)
。

(
9
)
我
妻
栄
編

『体
系
民
法
判
例
羽
(
事
務
管
珂
-
不
当
利
得
・
不
法
行
為
)
(
有
斐
悶
・
一
九
六
八
午
)
[
阿
川
同
和
夫
]
立
九
O
頁
は
、
以
上

の
小
川
一
判
決
か
ら
卜
人
審
院
は
判
例
従
更
し
亡
、
所
ム
な
台
の
選
択
権
を
否
定
し
た
と
烈
解
し
て
い
る
の

(
川
山
)
例
え
ば
、
鳩
山
秀
夫

副増
一
副
日
本
債
権
法
各
論
(
ド
l

巻
)
』
(
川
波
告
白
・
一
九
同
作
)
仁
八
む
頁
泣
一
、
前
拘
一
所

(
l
)

四
宮
凶

一
頁
、
四
五
貝
注
(
凶
)
、
浮
井
裕

『事
務
管
珂
不
当
利
旭
川
不
法
行
為
「
第
一
一
版
-
L

(
有
玄
関
一
つ
の
一
千
)
一
一
一
頁
な
ど
を
参
照
。

(μ)
準
事
務
管
理
的
肯
定
・
否
定
に
関
す
る
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
好
美
清
光
「
牟
事
務
付
官
珂
の
再
評
価
一

『不
当
利
得
・
宇
y

掛
け
官
埋
的
附

究
(
三
)
(
ハ
作
口
知
ヂ
教
授
還
暦
記
念
ご

(
有
斐
問
・
九
七
一
年
)
一
一
七
一
頁
以
下
、
芥
口
知
半
・
引
を
道
ん
郎
編
E

引
か
釈
民
法
(
一
八
)
-

(
有
斐
関
目
九
λ
一
年
)
一
一
一
頁
[
ア
同
寺
]
を
参
照
、

(
ロ
)
本
判
決
に
対
し
て
、
制
本
開
毎

回判
例
物
構
法
畑
出
論
二
有
斐
閣
・
一
九
立
石
作
)
二
一
i

ハ
一
頁
は
、
中
に
当
然
極
ま
る
結
論
で
あ
る
と
し
て
い
る
ご

川
尚
武
官
・
川
川
健

『新
版
、
正
釈
民
法
(
じ
」
h

「
好
美
清
光
」
(
有
斐
閣
一

0
0
七
年
)
一
心
七
貝
も
ほ
ほ
同
旨
υ
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他
々
で
、
用
橋
醇
一
物
権
法
-
(
有
斐
悶
・
一
九
ハ
の
年
)
一
万
七
頁
は
、
「
九
三
条
が
現
物
の
存
存
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
、
阿
条
の

文
字
、
お
よ
び
一
九
凶
条
に
よ
り
代
価
弁
償
を
定
め
た
こ
と
か
ら
も
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
一
九
一
条
を
そ
け
だ
一
九
四
条
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
解
す
べ
く
、
し
た
が
っ
て
、
判
官
は
心
当
然
だ
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
た
だ
し
、
も
し
阿
判
決
の
事
案
で
、
同
的
物
た
る
電
気
銅

が
架
空
肘
電
線
に
変
形
し
て
い
て
も
、
な
お
特
定
住
な
い
し
同
引
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
な
ら
(
原
審
は
、
変
形
に
よ
り

『消
費
し

さ
れ
た
と
い
っ
て
い
る
け
れ
と
も
、
上
告
論
旨
は
、
同
什
を
失
わ
な
い
と
キ
張
し
て
い
る
)
、
円
的
物
は
変
形
し
て
現
存
す
る
も
の
と
併
し
、

一
九
三
条
・
九
州
条
を
適
崩
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
桁
摘
す
る
。
鈴
木
休
弥
「
即
時
取
得
」

『総
什
判
例
制
究
両
者
民
法
(
ハ
)
(
有
斐
閣
・

一
九
五
七
年
)
立
九
民
以
下
、
二
一
口
頁
も
、
九
一
条
の
適
用
を
極
力
狭
く
併
す
べ
き
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
る
と
す
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、

物
が
転
売
さ
れ
て
現
存
す
る
場
合
は
、
転
頁
ず
が
原
岬
有
者
か
ら
返
理
請
求
を
受
け
る
と
、
転
売
者
は
転
買
青
か
ら
迫
今
担
保
責
任
の
追
及
を

乏
け
る
の
と
比
較
す
る
と
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
指
抗
し
て
い
る
υ

他
方
で
、
小
池
降
一

回日
本
物
権
法
論
』
(
清
本
問
府
-
九
年
)
は
、
似
害
賠
償
の
表
務
を
負
う
と

m
L
て
い
る
ご
た
だ

L
、
そ
れ

で
は
、
再
立
・
保
過
失
の
占
有
者
は
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
門
川
)
例
え
ば
、
川
町
長
清
光
「
判
批
一
一
民
商
一
阿
巻
四
・
五
回
勺
仁
一
一
一
一
民
以
下
、
池
出
恒
男
「
民
法
刊
例
レ
ビ
ュ
ー
一
判
タ
一
口
四
六
号
六
仁
氏

以
「
な
ど
た
だ
し
、
前
掲

H
(
口
)
川
町
美
六
頁
ご
は
、
「
代
価
叶
悩
に
は
代
価
支
払
仕
院
の
利
息
を
含
ま
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
関
連
さ
せ
て
珂
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
判
例
に
あ
る
桂
皮
は
相
川
和
的
な
理
解
を
一
ボ
し
て
い
る
ζ

(比
)
l
u
有
者
の
果
実
の
返
還
義
務
に
関
し
て
は
、
特
に
、
花
本
広
志
一
物
か
ら
生
じ
る
収
詐
と
不
当
利
得
(
一
)
(
)
(
一
一
)
」
判
タ
ヒ
ロ
五
号

凶
も
川
白
川
以
下
、
七
つ
一
七
号
一
一
九
頁
以
下
、
七
心
八
条
三
凶
頁
山
「
が
沃
定
的
で
あ
る
。
よ
り
簡
中
に
は
、
前
掲
注

(
2
)
松

原

一

八

貝

以
下
を
参
照
。

(
に
ど
本
稿
は
、
本
判
決
は
苦
意
占
有
者
の
取
引
の
久
ん
を
拡
大
し
た
、
い
わ
ば
判
例
に
よ
る
法
発
展
で
あ
る
と
考
え
る
、
判
例
に
賛
成
す
る
学
説

と
し
て
は
、
烏
丸
門
部
戊
「
判
汗
一
判
時
一
七
一
一
四
号
一
六
貞
以
卜
(
刊
許
五
心
主
号
七
百
以
下
」
、
一
六
刊
点
、
中
井
美
雄
「
判
批
一
リ
マ
ー

ク
ス
一
一
口
一
一
頁
以
下
、
一
石
向
日
な
と
を
参
問
。

さ
ら
に
、
九
三
条
、
九
同
条
で
の
原
所
有
省
帰
属
、
訂
以
と
再
窓
者
帰
属
説
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
(
口
)
M
W
J
士
九
九
民
以
下
を
き
J

岡山、一

本
稿
は
、
前
掲
一
所

(
2
)
藤
原
一
九
回
頁
刊
(
揃
)
で
論
ヒ
た
よ
う
に
、
鈴
本
(
録
弥
)
説
を
支
持
し
た
い

(
日
目
)
加
藤
一
郎

副小
法
白
為
(
梢
補
版
)
'
(
有
斐
閣
・
一
九
七
四
年
)
心
七
白
川
を
参
照
。
設
代
通

『不
法
行
為
』
(
筑
陛
吉
一
房

"見
ーふ
i師
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量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

ハ
六
頁
出
(
)
、
幾
代
道
・
徳
本
仲
一
補
一
副
E

不
法
行
為
(
有
斐
閣
・
九
九
三
年
)
ハ
七
頁
、
山
内
(
)
は
、
加
藤
の
記
述
に
依
拠
し
て
い

る
。
凶
{
門
和
夫

a
事
務
管
理
不
当
利
付
不
法
行
為
(
中
)
』
(
肯
林
中
円
院
・
一
九
八
三
汗
)
一
一
一
一
一
買
に
は
、
社
会
観
念
l
回
復
を
不
能
な

ら
し
め
る
わ
為
も
所
有
権
侵
宵
と
い
う
記
述
が
あ
る

fpm掲
注
(
川
山
)
岡
岸
井
一

jh
川
氏
も
阿
U

ロ

(
灯
)
例
え
ば
、
湘
見
悦
男

a
小
法
行
為
法
'
(
日
山
村
・
一
九
九
九
年
)
、
待
問
光
見

『不
法
行
為
法
』
(
有
斐
閣
二
ひ
っ
七

1)
に
は
、
処
分

が
権
利
益
に
対
し
て
効
力
が
な
い
場
合
に
閲
す
る
記
述
は
存
在
し
な
い
c

古
村
斗

『不
法
行
為
法
(
清
一
而
叫
)
』
(
有
斐
悶

E

C

C
計
年
)

凶
七
買
の
記
述
も
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。

(
民
)
前
掲
一
所

(
l
)
我
妻
戸
一
五
心
八
」

(
凶
)
我
妻
リ
ポ
E

物
権
法
(
民
法
評
英
H
)
(
岩
波
書
山
・
一
九
冗
一
汗
)
[
一
一
一
一
]
以
卜
、
我
妻
栄
有
泉
子
補
訂
E

新
一
副
物
権
法
(
民
法
議

義

E
)
』
(
川
山
波
亭
門
町
・
一
九
八
三
河
)
[
一
二
三
以
卜
を
参
川
崎
、
。

(ω)
前
掲
一
同
へ
I
)
松
坂
一
有
一
頁
コ

(
む
)
前
伺
一
汁

(
I
)
松
坂
一
有
ハ
頁
注
(
一
)
。

(
出
)
前
掲
一
所

(
l
)
松
坂
一
石
i

ハ
頁
問
(
三
)
c

(
お
)
前
掲
一
附
(
i
)
同
宮
一
九
一
頁
以
十

(
弘
)
前
出
向
一
所

(
l
)

阿
宮
一
九
五
頁
汗
(
一
)
。

(
釘
)
前
掲
一
汁

(
I
)
阿
{
呂
一
九
四
頁
注
(
ご
{
}

(
お
)
前
掲
一
所
(
灯
)
一
宅
一
八
一
員
以
卜
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
の
一
一
去
況
の
後
期
背
通
法
か
ら
現
在
に
ぶ
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
法
の
料
介
は
、

実
に
簡
に
し
て
安
を
極
め
た
も
の
と
芳
、
ん
る
、

(
幻
)
前
伺
一
所
(
灯
)
三
宅
八
八
頁
以
卜
υ

(
お
)
前
掲
一
所
(
げ
)
二
宅
九
一
頁
。

(
却
)
前
掲
一
注

(U)

二
イ
叫
一
八
八
白
以
上
の
三
宅
説
に
対
し
て
、
四
宮
以
は
、
迫
誠
二
ぎ
に
よ
る
不
当
利
得
の
承
一
♂
と
い
う
法
律
構
成
、

お
よ
び
、
わ
が
国
の
判
例
の
同
一
祭
に
関
し
て
は
全
同
的
に
支
持
し
て
い
る
υ

し
か
し
、
他
五
で
、
持
層
の
利
得
者
に
対
し
と
客
鋭
的
な
価
値
賠

償
で
は
な
く
売
却
代
金
全
部
の
請
求
を
認
め
る
点
に
は
反
対
し
て
い
る
ご

(
出
)
ち
な
み
に
、
即
断
に
過
ぎ
-
る
可
能
糾
れ
も
あ
る
が
、
三
宅
説
の
事
務
管
理
坦
論
に
は
、
普
通
法
則
の
ド
イ
ツ
の
り
7
説
の
検
汁
を
基
健
ー
と
し
て
い

北法SD(S.4i)23SS



"見
ーふ
i師

る
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
と
い
う
の
は
、
本
稿
の
対
象
以
外
で
も
、
三
宅
説
は
転
用
物
一
許
権
で
も
、
ブ
才
ン
・
ト
ゥ

1
ル
(
〈
富
司
喜
こ

の
法
律
構
成
に
依
拠
し
た
肝
釈
論
を
唱
え
て
い
る
。
以
上
に
関
し
て
は
、
一
己
正
夫
「
事
務
品
目
列
者
の
行
為
の
本
人
に
対
す
る
効
力
」

a
不
当

利
得
事
務
管
理
の
制
究

2
3
1
γ

川
知
平
教
長
還
暦
ヨ
叫
ん
之
-
(
有
斐
閣
一
九
七
二
年
)
一
一
八
頁
以
下
、
前
掲
一
所

(η)
一
一
宅
一
心

一
頁
以

l
o
さ
ら
に
、
フ
ォ
ン
ト
ゥ

1
ル
の
転
財
物
訴
権
論
に
関
し
て
は
、
半
出
健
治
「
ワ
オ
シ
ト
ゥ

1
ル
の

『転
肘
物

A
権
』
論
に
つ

い
て
(
一
)
(
)
」
法
政
理
論
一
心
巻
三
号
一
頁
以
下
、
一
口
を
同
号
一
口
一
頁
以
卜
を
参
照
。

(
出
)
前
掲
一

H
(
2
)
藤
原
一
一
ハ
頁
。

(
犯
)
最
判
昭
和
一
九
年
凶
月
八

H
民
集
八
巻
凶
り
八
一
九
民
υ

た
だ
し
、
学
説
に
は
泣
蛍
比
右
の
性
蛍
も
合
め
て
川
罰
論
が
多
い
。
以
卜
に
関
し
て

は
、
例
え
ば
、
中
川
善
之
助
泉
久
上
人
E

相
続
法
(
第
凶
版
)
-
(
有
斐
問
一

0
0
0
年
)
二
ニ
ロ
頁
以
ト
を
参
田

(
お
)
そ
の
旨
を
判
示
し
た
、
東
京
地
裁
平
成
七
年
一
月
今
一
口
口
判
同
立
七
八
号
七
一
頁
を
参
岡
山
、

(
川
崎
)
筆
者
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
訓
査
能
力
は
な
い
が
、

F
E
M
E。
吾
可
呂
田
一
回

E
F
E
5目に
E
回
2
2
5
0
E五
2
5五
2
5
ド
ロ
何
日
o
官
一
円

Z
o
一月

凶
(

)

(

)

H

山
口
去
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
債
権
者
の
弁
済
受
領
首
に
対
す
る
返
還
請
求
が
(
判
例
が
発
展
さ
せ
た
)
一
般
小
当
利
得
で

認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
部
の
学
説
は
債
権
主
代
位
権
を
優
先
さ
せ
、
か
っ
、
ぞ
れ
が
本
来
の
詰
求
の
あ
り
方
だ
と
解
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
〕

(
山
川
)
余
法
二
二
九
一
号
凶
二
百
円
。

(
部
)
本
判
決
に
閲
す
る
筆
計
の
考
え
お
は
、
政
原
市
則
一
判
批
」
リ
マ

i
ク
ス
一
四
号
一
八
頁
以
下
を
参
照
=

(
訂
)
前
掲
正
(
V
U
)

加
川
膝
一
八
頁
、
殺
代
?
ハ
八
白
川
、
幾
代
徳
本
六
九
貞
、
正
(
日
)
津
井
一
五
五
頁
、
正
(
訂
)
古
村
阿
九
貞
な
ど
。

(
お
)
前
拘
正
(
M
m
)

加
u

膝
一
八
頁
以
下
J

(
持
)
前
伺
、
出
戸
川
)
川
宮
内
凶
口
頁
。

(
叫
)
民
凶
七
八
条
に
関
す
る
f
d

了
以
は
、
例
え
ば
、
削
掲
一
注

(
3
)
問
叶
汁
八
一
頁
以
卜
、
奥
問
主
一
心
頁
、
山
凶
計
七
民
な
と
。
不
当
利
併
に

悶
す
る
r
干
説
と
し
て
は
、
前
掲
一
出

(
1
)
我
妻
[
五
阿
ハ
]
、
恰
坂
一
ハ
ム
U

頁
、
四
宮
一
九
九
良
、
問
掲
注
(
2
)
藤
原
一
一
心
頁
。

(
似
)
前
掲
一
凶
(
1
)
戎
妻
[
一
五
阿
六
]
、
前
掲
一
正

(
3
)
深
井
一
一
口
員
。
前
掲
注
(
i
)
四
古
川
一
九
九
頁
も

B
G
B
一一?と

条
一
取
を
指
示
し
て
い
る
〔

(
必
)
前
掲
一
所
(
日
)
奥
U
I
一
つ
頁
。

北法;)9(5・48)2:口市



量権限おによる他人の物の処分と他人の債権の取JLによるィ、当干1)併は 'iO 

(
必
)
前
掲
一
件

(
3
)
洋
井
八
一
白
川
以
下
、
一
口
頁
以
下
、
い

(
H
H
)

例

え

ば

、

前

掲

注

(
3
)
同作
斤
八
一
頁
以
「
、
奥
同
五
一

O
R以
下
、

一
版
)
-
(
伝
山
社
一

0
0
4年
)
一
川
一
頁
以
ト
な
ど

(
必
)
以
対
に
汁
符
効
の
昨
d

止
を
説
く
の
が
於
保
不
一
雄

『債
権
総
論
戸
新
版
)
』
(
有
斐
閣

論
(
治
版
)
』
(
有
斐
悶
-
一
九
九
六
年
)
九
凶
員
。

(
日
叩
)
但
し
、
前
掲
一

H
(
2
)
藤
原
は
、

債
務
者
の
一
般
債
楢
苔
が
債
務
者
の
介
済
受
領
者
に
対
す
る
非
位
弁
済
の
不
当
利
得
を
芹
押
さ
え
た

場
合
の
不
都
ム
い
を
考
届
す
る
が
、

債
権
者
的
非
債
弁
済
の
不
当
利
得
は
伺
快
の
呼
物
だ
か
ら
、

債
梓
長
が
優
先
す
る
と
解
し
て
い
る
r

つ
ま
り
、

弁
凶
受
領
者
の
財
産
に
弁
済
が
泌
入
す
る
こ
と
で
、
債
務
官
の
別
席
か
ら
分
離
さ
れ
た
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

(
釘
)
潮
見
悦
男

『プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
民
法
目
債
格
総
九
州
(
第
今
一
版
)
』
(
恥
岡
山
社
一
つ
ひ
七
年
)
一
七
頁
以

I
U

(
組
)
中
人
吉
山
見
樹
一
判
批
」
金
法
一
七
八
O
号
七
頁
以
「
、
九
頁
以

1
0

(
刊
日
)
た
だ
し
、
最
近
の
F
J

子
訂
以
で
、
以
上
の
最
同
裁
判
例
の
信
義
川
の
用
い
仁
川
が
、
北
山
意
的
だ
と
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
山
町
峰
巨
，
十
「
い
民
ポ
判
例

附
究
一
一
法
時
八
む
巷
一
号
。
三
一一
只
以
下
、
一
心
l

ハ
頁
c

さ
ら
に
、
断
峰
7
1
L
J

・
宮
本
十
l
祐
「
ぷ
義
則
に
よ
る
ギ
張
制
限
と
然
反
二
日
の
原
則
一

神
戸
川
了
院
法
リ
7
一
七
巻
一
号
一
同
五
頁
以
十
も
参
照

(
日
)
前
出
向
一
所

(
J
B
)

内
凶
立
七
百
八。

(
日
)
山
山
誠
一
一
判
批
」

『平
成
一
六
年
反
重
油
久
判
例
僻
説
-
ン
コ
リ
一
九
号
八
ハ
頁
以
、
八
七
頁
=

(
辺
)
角
凶
美
粧

f
「
判
批
」
法
セ
六
ひ
一
号
一
一

O
R、
小
目
立
汗
誠
「
判
批
」
合
法
七
内
入
門
す
七
貝
以
下
、
一
口
頁
。

(
日
)
藤
原
止
則
「
判
枇
」
民
商
二
三
巻
号
一
頁
以
下
、
一
一
七
一貝
、
同
卒
「
刊
批
」
リ
マ

l
ク
ス
一
一
号
六
頁
以
下
、
九
頁

(
込
)
ザ
井
修
「
判
批
」
ひ
ろ
ば
立
八
巻
一
口
号
五
三
貝
以
卜
、
五
!
ハ
頁
。

(
日
)
例
え
ば
、

7-znfz雪
2
5
u
Z
2
2
U
匂
三
一
四
∞
凶
山
一
万
三
ど
を
参
附
。
年
倒
的
な
通
説
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

E

ド
イ
チ
ユ

/

H

J

ア
1
レ
ン
ス
(
浦
川
辺
太
朗
訳
)

E

ド
イ

y
不
法
れ
為
法
-
(
川
心
不
評
論
社
・
一

0
0八
午
)
二
九
頁
も
参
問
。

(
話
)
以
対
説
が
、
例
え
ば
、
前
掲
一

2

、
汁
(
お

)
E
2
5
¥門
戸
コ

E
P
主
O

出
包
叶
ミ
カ
ナ
l
リ
ス
は
、

債
権
を
そ
の
他
の
権
利
と
し
て
承

認
す
る
少
数
説
に
埋
が
あ
る
と
す
る
そ
の
珂
由
は
、

債
権
は
財
出
構
の
対
象
と
し
て
債
権
円
だ
け
に
帰
属
し
、
そ
の
意
味
で
、
割
当
内
容
と

排
他
的
際
能
を
有
し
て
い
る
υ

通
説
は
、

債
権
は

B
G
E
八
!
ハ
条
一

項
で
l
八
刀
に
保
議
さ
れ
て
お
り
、
八
一
一
一
条

項
の
適
肘
の
必
型
は
な

半
井
一
九
九
貝
、
内
問
五
七
頁
、
潮
見
社内男

『債
権
総
論
(
第

九
八

一
年
)
一
五
八
頁
、

北
川
普
トん郎

『債
権
総

北法5D(5-49)2357


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































